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議
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お
問
い
合
わ
せ
先

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？
と
聞
か
れ
る
と
、

「
被
災
者
を
支
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
」と
か「
被
災

地
で
の
学
び
を
持
ち
帰
っ
て
地
元
で
伝
え
て
い
ま
す
」

な
ど
と
つ
い
す
ら
す
ら
と
答
え
て
し
ま
い
ま
す
。し
か

し
、実
は
、小
さ
な
出
来
事
の
積
み
重
ね
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。例
え
ば
、方
言
が
聞
き
取
れ
な
く
て
も
な
ぜ
か

話
が
弾
ん
だ
時
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
日
本
へ
、愛
知
へ
逃

れ
て
き
た
人
か
ら
母
国
語
を
学
ぶ
時
、親
子
防
災
イ
ベ

ン
ト
で
共
に
野
外
に
一
泊
し
た
翌
朝
、子
ど
も
た
ち
と

「
お
は
よ
う
」と
挨
拶
を
交
わ
し
た
時
。一
見
バ
ラ
バ
ラ

な
よ
う
で
す
が
、私
に
と
っ
て
は
ど
れ
も
大
切
な
活
動

で
す
。

た
い
そ
う
な
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
隣
の
人（
縁
あ
っ
て
知
り
合
っ
た
人
）と
共
に
、幸

せ
に
な
る
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う

か
」と
考
え
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、福
祉
の
根
幹
に
あ
る

想
い
と
通
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

被
災
者
支
援
と
は
、日
常
と
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
の
で
は
な
く
、む
し
ろ
日
常
の
延
長
線
上
に
こ
そ

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
、も
し
災
害
が
起
き
た

時
、福
祉
に
携
わ
る
皆
さ
ま
に
は
、平
常
時
以
上
に
そ

の
ア
ン
テ
ナ
の
感
度
を
上
げ
て
困
っ
て
い
る
方
の
声
に

耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
私
た

ち
が
で
き
る
協
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
　事
務
局
長

　
　 

　
　
　
　浜
田
　ゆ
う

被
災
者
支
援
も
福
祉
も
日
常
の
延
長
線
上
に
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「社会福祉手帳」
「民生委員・児童委員手帳」
ただいま申込受付中！！

「社会福祉手帳」
「民生委員・児童委員手帳」
ただいま申込受付中！！

ご購入希望の方は、送付先住所・氏名・電話番号・希望冊数を記入の上、
県社協総務部までＦＡＸ・郵送でお申し込みください。本会ホームページ
から、申込書をダウンロードしていただくこともできます。

１冊8００円（税込）価 格
大きさ：縦140ミリ×横85ミリ　表紙：ビニール製体 裁

県社協総務部 ＦＡＸ ０５２－２1２－5501申 込 先

１０冊以上は無料。ただし９冊未満は申込者負担
（１冊２５０円、２冊３９０円、３～９冊４５０円）

送 料

１１月下旬より随時発送納品

2025年・2026年カレンダー、月間予定表、週間予定表
（2024年12月～2026年3月まで）
住所録、年齢早見表
資料編（Ａ）：関係法令、各種福祉手当・貸付制度の概要
資料編（Ｂ）＜別冊仕様＞
各種相談所、紹介所、社会福祉施設、関係団体、県・市区町村役場及び
社会福祉協議会住所等一覧、健康10か条（がんを防ぐための新12か条等）

主な内容

請求書を同封しますので、ＡＴＭでお振込みください。支払方法

令和7年版令和7年版

写真は2024年版です

県内すべての社会福祉施設名簿を収録！！（除：保育所）

福祉人材センターだより 11
施設紹介 10

02・03
令和5年度事業報告(概要)・決算 04・05

09生活支援貸付・債権管理室だより

06・07令和6年度 中部ブロック児童養護施設・
乳児院研究協議会愛知大会の実施について

令和6年度事業計画(概要)･予算

愛知県共同募金会だより
第３8回ふれあいフォトコンクール作品募集！
「社会福祉手帳」「民生委員・児童委員手帳」販売の申込受付
ご寄付に感謝 16

15
14総務部だより

福祉生きがいセンターだより 12
障害者スポーツ振興センターだより 13

各地の社協を訪ねて 08

■
総
務
部
：
052-212-5500  

 
　
■
地
域
福
祉
部
：
052-212-5502

■
生
活
支
援
貸
付
・
債
権
管
理
室
：
052-212-5506 　

■
施
設
福
祉
部
：
052-212-5509

■
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
：
052-212-5516  

　
■
福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
：
052-212-5521

■
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー：052-212-5523

毎年県内外から多くの方々に
応募をいただいている

「ふれあいフォトコンクール」を
今年も開催します。

優秀作品には賞金・表彰状等が贈られます。ま
た、本誌「あいちのふくし」の表紙などに使わせて
いただきます。
プリント部門・WEB部門がありますので、スマー

トフォンなどからもお気軽にご応募ください！
応募方法等は、愛知県社会福祉協議会総務部に

お問い合わせいただくか、本会ホームページをご覧
ください。

第３７回ふれあいフォトコンクール
プリント部門　愛知県知事賞　「ジャンピング」
（小林満作さん撮影）

第３8回ふれあい
フォトコンクール作品募集！

電話番号 （052）212-5500
ホームページアドレス https://www.aichi-fukushi.or.jp/

〔9件 ご寄附順〕

本会が設置している福祉基金等にたくさんのご寄付をいただき、ありがとうございました。
みなさまからの善意を「あたたかい福祉社会」づくりに活かしていけるよう事業に取り組ん
で参ります。今後ともご理解とご協力をよろしくお願いします。

ご寄付に感謝

鳳凰敦 様 ………………………（大分県）
一般財団法人荒川磯慈善会 様…（長久手市）
第３１期愛知シルバーカレッジ 様
はなのき会 様 …………………（長久手市）
イレブン会 様

東海北陸ブロック
母子生活支援施設協議会
匿名　…………………… （名古屋市緑区）
愛知県遊技業協同組合 …（名古屋市中区）

ご寄付いただいた方（令和5年4月～令和6年６月）

　　　　　　　　　    ……… （半田市）

全国社会福祉協議会

運営適正化
委員会 特別委員会専門委員会

運
営
適
正
化
委
員
会
事
務
局

地
域
社
会
福
祉
委
員
会

民
生
児
童
委
員
会

社
会
福
祉
法
人
経
営
者
委
員
会

社会福祉施設委員会社
会
福
祉
団
体
委
員
会

高
齢
者
部
会

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
部
会

心
身
障
害
ホ
ー
ム
部
会

児
童
ホ
ー
ム
部
会

母
子
生
活
支
援
部
会

保
育
部
会

愛知県社会福祉協議会
会長
副会長
専務理事

理事※
監事
評議員

※理事に会長・副会長・専務理事含む

6月21日時点
・・・・・・・1名
・・・・・6名
・・・1名

・・・・29名
・・・・・・・3名
・・・・42名

事務局長

事務局

生
活
支
援
貸
付
・
債
権
管
理
室

施
設
福
祉
部

地
域
福
祉
部

総
務
部

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
6
年
度

組
織
機
構
図

会員 ● 公私社会福祉施設、団体
● 民生委員・児童委員等
社会奉仕者

● 市区町村社会福祉協議会
● 社会福祉に関係のある団体
● 本会の目的に賛同する
個人又は団体

生
活
福
祉
資
金
運
営
委
員
会

民
間
社
会
福
祉
施
設
振
興
資
金
審
査
委
員
会

法
人
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

児
童
養
護
施
設
退
所
者
等

自
立
支
援
資
金
貸
付
審
査
委
員
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
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令
和
6
年
度 

事
業
計
画（
概
要
）・
予
算

一
般
会
計
予
算

予
算

（
単
位 

千
円
）

地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会（
地
域
福
祉
）

づ
く
り

Ⅰ

社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の

支
援
強
化

Ⅱ

福
祉
人
材（
担
い
手
）の
確
保
・
育
成
・
定
着

Ⅲ

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

Ⅴ
暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の

災
害
時
福
祉
支
援
活
動
の
推
進

Ⅳ

愛
知
県
社
協
の
経
営
強
化
と
働
き
方
改
革

Ⅵ

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地
域
福
祉
を

重
層
的
に
推
進
す
る
た
め
、
市
町
村
社
協
が
地
域

に
お
け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
に
お
い
て
中

核
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
門

性
を
有
し
た
職
員
の
養
成
等
、
地
域
福
祉
の
基
盤

強
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
。
併
せ
て
、
地

域
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
活
動
や
拠
点
づ
く
り

な
ど
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
新
た
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
団
塊
世
代
、
大
学
生
、

青
少
年
等
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
へ

の
参
加
及
び
企
業
等
の
社
会
貢
献
活
動
の
促
進
、

地
域
・
学
校
・
社
協
と
の
連
携
に
よ
る
福
祉
教
育

を
一
層
支
援
す
る
。

ま
た
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く
課
題
が
複
雑
化
・
複

合
化
す
る
な
か
、
子
ど
も
が
、
安
全
で
安
心
し
て
過

ご
せ
る
居
場
所
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子

ど
も
の
居
場
所
と
な
る
子
ど
も
食
堂
の
開
設
・
運

営
や
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
を
関
係
諸
団
体
・

機
関
と
連
携
し
、
推
進
す
る
。
併
せ
て
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
の
実
施
主
体
と
の
連
携
や
支
援

に
関
す
る
情
報
共
有
を
よ
り
深
め
、
借
り
や
す
い
制

度
運
営
を
基
本
と
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
の

一
つ
で
あ
る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
緊
急
小
口
資
金
等
特
例
貸
付
の
実

施
に
よ
り
顕
在
化
し
た
生
活
困
窮
世
帯
を
必
要
な
支

援
に
つ
な
ぐ
た
め
、
償
還
や
生
活
再
建
に
向
け
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
取
組
を
推
進
す
る
。
加
え

て
、
地
域
住
民
の
最
も
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る
民

生
委
員 

・
児
童
委
員
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
。

さ
ら
に
、判
断
能
力
が
不
十
分
な
要
援
護
者
を
支

援
す
る
体
制
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
の
拡
充
を
進
め
る
と
と
も
に
、成
年
後

見
制
度
の
推
進
を
支
援
し
、地
域
に
お
け
る
総
合
的

な
権
利
擁
護
の
推
進
を
図
る
。。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
社
会
福
祉
法

人
・
社
会
福
祉
施
設
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
や

社
会
福
祉
充
実
残
額
に
よ
る
地
域
公
益
事
業
に
つ
い

て
、
地
域
や
住
民
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
な
ど

を
把
握
し
解
決
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
社
会
福
祉

法
人
が
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
情

報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
先
駆
的
取
組
事
例
の
紹

介
や
法
人
間
・
施
設
間
の
地
域
連
携
に
よ
る
事
業

等
の
支
援
を
行
い
、
県
民
の
社
会
福
祉
法
人
へ
の
理

解
と
信
頼
の
獲
得
を
図
る
。

ま
た
、
高
齢
・
障
害
・
児
童
等
の
各
福
祉
分
野

で
進
め
ら
れ
て
い
る
制
度
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
向

け
た
対
応
、
急
激
な
物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
福
祉
施
策
の
調
査
研

究
や
情
報
発
信
を
強
化
し
、
国
・
県
等
へ
の
提
言
・

要
望
活
動
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
推
進
し
、

利
用
者
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
た

め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
促
進
を
図

る
。福

祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
中
、

福
祉
人
材
の
安
定
的
確
保
・
育
成
・
定
着
を
図
り
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
機
能
の

強
化
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
関
係
機
関
と
連
携
し
、
求

人
・
求
職
相
談
の
実
施
、
福
祉
・
介
護
の
就
職
総

合
フ
ェ
ア
の
開
催
、
資
格
取
得
や
就
職
支
援
の
た
め

の
返
還
免
除
付
き
貸
付
事
業
の
拡
充
な
ど
の
取
組
を

進
め
、
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
を
図
る
。

ま
た
、
福
祉
の
仕
事
の
重
要
性
と
そ
の
魅
力
を
広

め
る
た
め
、
効
果
的
な
広
報
戦
略
の
展
開
を
図
る
と

と
も
に
、
多
様
な
広
報
媒
体
に
よ
り
介
護
福
祉
士
等

の
届
出
制
度
を
周
知
し
、
離
職
し
た
有
資
格
者
や

就
業
し
て
い
な
い
有
資
格
者
の
再
就
職
・
就
職
の
支

援
を
図
る
。

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
関
係
職
員
研
修
等
の
充
実

を
図
り
、
福
祉
・
介
護
等
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
人

材
の
育
成
を
推
進
す
る
。

昨
今
の
度
重
な
る
広
域
的
・
多
発
的
な
自
然
災

害
の
発
生
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
規
模
災
害

を
想
定
し
た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
市
町

村
社
協
や
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
事
業
継
続
計

画
（
B
C
P
）
の
策
定
を
支
援
し
災
害
に
強
い
組

織
体
制
の
構
築
を
図
る
。
ま
た
、「
令
和
6
年
能
登

半
島
地
震
」
を
は
じ
め
、
大
規
模
災
害
に
お
け
る
被

災
地
支
援
の
経
験
を
活
か
し
、
社
協
・
行
政
・

N
P
O
等
の
連
携
に
よ
る
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
の
推
進
や
実
践
的
に
活
動
す
る
た
め

の
知
識
・
技
能
の
充
実
を
図
る
。

併
せ
て
、引
き
続
き
、災
害
や
感
染
症
に
備
え
た

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
取
り
組
み
、事
業
継

続
に
向
け
た
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
。

活
力
あ
ふ
れ
る
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
及
び
、

地
域
社
会
活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
る
た
め
、
あ
い

ち
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
を
充
実
し
、
高
齢
者
の
学
習

意
欲
の
助
長
、
仲
間
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
社
会
参
加
活

動
の
中
核
と
な
る
人
材
養
成
、
地
域
に
お
け
る
多
世

代
交
流
の
支
援
に
努
め
る
。
併
せ
て
、
全
国
健
康
福

祉
祭
へ
の
選
手
団
派
遣
を
継
続
的
に
実
施
す
る
。

ま
た
障
害
の
あ
る
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
そ
の

楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
障
害
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
障
害
者
の
社
会
参
加
の
推
進
を

図
る
た
め
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催
や

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
選
手
団
派
遣
を
継

続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
が
身
近
な
場

所
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

併
せ
て
、
持
続
可
能
な
大
会
と
す
る
た
め
に
、
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
指
導
者
の
発
掘
、
養
成
、

確
保
を
図
る
。

さ
ら
に
、「
愛
知
・
名
古
屋
2
0
2
6
ア
ジ
ア
パ

ラ
競
技
大
会
」
や
、「
2
0
2
5
東
京
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
の
開
催
な
ど
、
広
く
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る

講
演
や
体
験
会
を
実
施
し
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
参
加

者
の
裾
野
拡
大
を
図
る
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、

信
頼
さ
れ
る
法
人
組
織
の
運
営
・
持
続
可
能
な
組

織
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
内
部
管
理
体
制
の
基
本
方

針
に
沿
っ
た
法
人
組
織
の
一
層
の
強
化
や
市
町
村
社

協
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
中
長
期
的
な
職
員
研
修
計
画
に
よ
り
職
責
に

応
じ
た
人
材
育
成
を
計
画
的
に
進
め
る
。

ま
た
、〝
愛
知
か
ら
福
祉
の
輝
き
〞を
広
く
社
会
に

発
信
す
る
た
め
、
広
報
業
務
の
管
理
を
一
元
化
し
、

効
果
的
・
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、

広
報
機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。
併
せ
て
、
働

き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
等
に
よ
り
業
務
の
効
率
化
・
省
力
化
を
図

る
。

人件費支出 516,796（18.6%）

その他の活動支出
178,175（6.4%）

予備費支出
1,000（0.1%）

当期末支払資金残高
（貸付原資）
408,383（14.7%）

負担金支出
65,492（2.4%）

その他の支出
1（0.1%）

施設整備等支出
9,641（0.3%）

事業費支出 1,325,966（47.7%）

事務費支出 61,138（2.2%）
貸付事業支出

162,321（5.8%）

助成金支出
15,443（0.5%）

当期末支払資金残高
（運転資金)
31,276（1.1%）

支出
合計

2,775,632
（単位：千円）

会費収入 81,810（2.9%）

経常経費補助金収入 293,947（10.6%）
助成金収入 6,741（0.2%）

受託金収入 235,906（8.5%）

貸付事業収入 160,501（5.8%）前期末支払資金残高
（貸付原資)
1,109,996
（40.0%）

前期末支払資金残高
（運転資金)
35,449（1.3%）

その他の活動収入
351,698（12.7%）

その他の収入 27,152（1.0%）

受取利息配当金収入 17,821（0.6%）

分担金収入 1,275（0.1%）
負担金収入 85,769（3.1%）

事業収入 363,067（13.1%）

寄付金収入 4,500（0.2%）

収入
合計

2,775,632
（単位：千円）

経
済
格
差
な
ど
に
伴
う
貧
困
問
題
の
深
刻
化
、家
族
や
地
域
社
会
の
絆
の
希
薄
化
な
ど
、社
会
・
経
済
情

勢
の
変
化
に
伴
い
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
顕
在
化
し
た
問
題

も
加
わ
り
、福
祉
課
題
は
一
層
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、共
生
・
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
基
盤
強
化
、生
活

困
窮
者
の
自
立
支
援
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
提
供
で
き
る
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
、福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
や
福
祉
分
野
の
各
種
の
制
度
見
直
し
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、「
超
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
」「
人
生
1
0
0
年
時
代
」と
い
わ
れ
、誰
も
が
生
涯
を
通
し

て
、「
安
心
・
安
全
・
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会（
持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
・
地
域
共
生

社
会
）」が
実
感
で
き
る
よ
う
に
、20
年
・
30
年
先
の
社
会
の
姿
を
見
据
え
た
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。さ

ら
に
、「
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
」が
発
生
し
、本
県
に
お
い
て
も
近
い
将
来
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
を
含
む
様
々
な
災
害
に
備
え
、平
時
か
ら
災
害
福
祉
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、本
会
は
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し
て
一
層
の
体
制
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、市
区
町
村
社
協
・
社
会
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、福
祉
関
係
機
関
・
団
体
、行
政
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
団
体
や
マ
ス
コ
ミ
・
関
係
団
体
の
方
々
と
連
携
・
交
流
の
更
な
る
活
発
化
に
努
め
、引
き
続
き「
県

社
協
第
5
次
中
期
計
画
2
0
2
2
ー
2
0
2
6
」に
掲
げ
る
6
つ
の「
新
た
な
風
」を
基
本
方
針
と
し
て
諸

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、常
に
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た「
温
か
み
の
あ
る
福
祉
の
視
点
」に
立
ち
、本
会

の
基
本
理
念
で
あ
る「
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し（
あ
ん
し
ん
し
て
・
い
き
い
き
と
・
ち
い
き
で
・
ふ
つ
う
に
・

く
ら
せ
る
・
し
ゃ
か
い
）」の
実
現
を
図
る
こ
と
と
す
る
。
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令
和
6
年
度 

事
業
計
画（
概
要
）・
予
算

一
般
会
計
予
算

予
算

（
単
位 

千
円
）

地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会（
地
域
福
祉
）

づ
く
り

Ⅰ

社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の

支
援
強
化

Ⅱ

福
祉
人
材（
担
い
手
）の
確
保
・
育
成
・
定
着

Ⅲ

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

Ⅴ
暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の

災
害
時
福
祉
支
援
活
動
の
推
進

Ⅳ

愛
知
県
社
協
の
経
営
強
化
と
働
き
方
改
革

Ⅵ

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地
域
福
祉
を

重
層
的
に
推
進
す
る
た
め
、
市
町
村
社
協
が
地
域

に
お
け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
に
お
い
て
中

核
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
門

性
を
有
し
た
職
員
の
養
成
等
、
地
域
福
祉
の
基
盤

強
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
。
併
せ
て
、
地

域
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
活
動
や
拠
点
づ
く
り

な
ど
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
新
た
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
団
塊
世
代
、
大
学
生
、

青
少
年
等
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
へ

の
参
加
及
び
企
業
等
の
社
会
貢
献
活
動
の
促
進
、

地
域
・
学
校
・
社
協
と
の
連
携
に
よ
る
福
祉
教
育

を
一
層
支
援
す
る
。

ま
た
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く
課
題
が
複
雑
化
・
複

合
化
す
る
な
か
、
子
ど
も
が
、
安
全
で
安
心
し
て
過

ご
せ
る
居
場
所
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子

ど
も
の
居
場
所
と
な
る
子
ど
も
食
堂
の
開
設
・
運

営
や
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
を
関
係
諸
団
体
・

機
関
と
連
携
し
、
推
進
す
る
。
併
せ
て
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
の
実
施
主
体
と
の
連
携
や
支
援

に
関
す
る
情
報
共
有
を
よ
り
深
め
、
借
り
や
す
い
制

度
運
営
を
基
本
と
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
の

一
つ
で
あ
る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
緊
急
小
口
資
金
等
特
例
貸
付
の
実

施
に
よ
り
顕
在
化
し
た
生
活
困
窮
世
帯
を
必
要
な
支

援
に
つ
な
ぐ
た
め
、
償
還
や
生
活
再
建
に
向
け
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
取
組
を
推
進
す
る
。
加
え

て
、
地
域
住
民
の
最
も
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る
民

生
委
員 

・
児
童
委
員
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
。

さ
ら
に
、判
断
能
力
が
不
十
分
な
要
援
護
者
を
支

援
す
る
体
制
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
の
拡
充
を
進
め
る
と
と
も
に
、成
年
後

見
制
度
の
推
進
を
支
援
し
、地
域
に
お
け
る
総
合
的

な
権
利
擁
護
の
推
進
を
図
る
。。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
社
会
福
祉
法

人
・
社
会
福
祉
施
設
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
や

社
会
福
祉
充
実
残
額
に
よ
る
地
域
公
益
事
業
に
つ
い

て
、
地
域
や
住
民
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
な
ど

を
把
握
し
解
決
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
社
会
福
祉

法
人
が
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
情

報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
先
駆
的
取
組
事
例
の
紹

介
や
法
人
間
・
施
設
間
の
地
域
連
携
に
よ
る
事
業

等
の
支
援
を
行
い
、
県
民
の
社
会
福
祉
法
人
へ
の
理

解
と
信
頼
の
獲
得
を
図
る
。

ま
た
、
高
齢
・
障
害
・
児
童
等
の
各
福
祉
分
野

で
進
め
ら
れ
て
い
る
制
度
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
向

け
た
対
応
、
急
激
な
物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
福
祉
施
策
の
調
査
研

究
や
情
報
発
信
を
強
化
し
、
国
・
県
等
へ
の
提
言
・

要
望
活
動
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
推
進
し
、

利
用
者
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
た

め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
促
進
を
図

る
。福

祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
中
、

福
祉
人
材
の
安
定
的
確
保
・
育
成
・
定
着
を
図
り
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
機
能
の

強
化
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
関
係
機
関
と
連
携
し
、
求

人
・
求
職
相
談
の
実
施
、
福
祉
・
介
護
の
就
職
総

合
フ
ェ
ア
の
開
催
、
資
格
取
得
や
就
職
支
援
の
た
め

の
返
還
免
除
付
き
貸
付
事
業
の
拡
充
な
ど
の
取
組
を

進
め
、
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
を
図
る
。

ま
た
、
福
祉
の
仕
事
の
重
要
性
と
そ
の
魅
力
を
広

め
る
た
め
、
効
果
的
な
広
報
戦
略
の
展
開
を
図
る
と

と
も
に
、
多
様
な
広
報
媒
体
に
よ
り
介
護
福
祉
士
等

の
届
出
制
度
を
周
知
し
、
離
職
し
た
有
資
格
者
や

就
業
し
て
い
な
い
有
資
格
者
の
再
就
職
・
就
職
の
支

援
を
図
る
。

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
関
係
職
員
研
修
等
の
充
実

を
図
り
、
福
祉
・
介
護
等
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
人

材
の
育
成
を
推
進
す
る
。

昨
今
の
度
重
な
る
広
域
的
・
多
発
的
な
自
然
災

害
の
発
生
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
規
模
災
害

を
想
定
し
た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
市
町

村
社
協
や
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
事
業
継
続
計

画
（
B
C
P
）
の
策
定
を
支
援
し
災
害
に
強
い
組

織
体
制
の
構
築
を
図
る
。
ま
た
、「
令
和
6
年
能
登

半
島
地
震
」
を
は
じ
め
、
大
規
模
災
害
に
お
け
る
被

災
地
支
援
の
経
験
を
活
か
し
、
社
協
・
行
政
・

N
P
O
等
の
連
携
に
よ
る
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
の
推
進
や
実
践
的
に
活
動
す
る
た
め

の
知
識
・
技
能
の
充
実
を
図
る
。

併
せ
て
、引
き
続
き
、災
害
や
感
染
症
に
備
え
た

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
取
り
組
み
、事
業
継

続
に
向
け
た
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
。

活
力
あ
ふ
れ
る
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
及
び
、

地
域
社
会
活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
る
た
め
、
あ
い

ち
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
を
充
実
し
、
高
齢
者
の
学
習

意
欲
の
助
長
、
仲
間
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
社
会
参
加
活

動
の
中
核
と
な
る
人
材
養
成
、
地
域
に
お
け
る
多
世

代
交
流
の
支
援
に
努
め
る
。
併
せ
て
、
全
国
健
康
福

祉
祭
へ
の
選
手
団
派
遣
を
継
続
的
に
実
施
す
る
。

ま
た
障
害
の
あ
る
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
そ
の

楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
障
害
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
障
害
者
の
社
会
参
加
の
推
進
を

図
る
た
め
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催
や

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
選
手
団
派
遣
を
継

続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
が
身
近
な
場

所
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

併
せ
て
、
持
続
可
能
な
大
会
と
す
る
た
め
に
、
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
指
導
者
の
発
掘
、
養
成
、

確
保
を
図
る
。

さ
ら
に
、「
愛
知
・
名
古
屋
2
0
2
6
ア
ジ
ア
パ

ラ
競
技
大
会
」
や
、「
2
0
2
5
東
京
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
の
開
催
な
ど
、
広
く
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る

講
演
や
体
験
会
を
実
施
し
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
参
加

者
の
裾
野
拡
大
を
図
る
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、

信
頼
さ
れ
る
法
人
組
織
の
運
営
・
持
続
可
能
な
組

織
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
内
部
管
理
体
制
の
基
本
方

針
に
沿
っ
た
法
人
組
織
の
一
層
の
強
化
や
市
町
村
社

協
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
中
長
期
的
な
職
員
研
修
計
画
に
よ
り
職
責
に

応
じ
た
人
材
育
成
を
計
画
的
に
進
め
る
。

ま
た
、〝
愛
知
か
ら
福
祉
の
輝
き
〞を
広
く
社
会
に

発
信
す
る
た
め
、
広
報
業
務
の
管
理
を
一
元
化
し
、

効
果
的
・
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、

広
報
機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。
併
せ
て
、
働

き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
等
に
よ
り
業
務
の
効
率
化
・
省
力
化
を
図

る
。

人件費支出 516,796（18.6%）

その他の活動支出
178,175（6.4%）

予備費支出
1,000（0.1%）

当期末支払資金残高
（貸付原資）
408,383（14.7%）

負担金支出
65,492（2.4%）

その他の支出
1（0.1%）

施設整備等支出
9,641（0.3%）

事業費支出 1,325,966（47.7%）

事務費支出 61,138（2.2%）
貸付事業支出

162,321（5.8%）

助成金支出
15,443（0.5%）

当期末支払資金残高
（運転資金)
31,276（1.1%）

支出
合計

2,775,632
（単位：千円）

会費収入 81,810（2.9%）

経常経費補助金収入 293,947（10.6%）
助成金収入 6,741（0.2%）

受託金収入 235,906（8.5%）

貸付事業収入 160,501（5.8%）前期末支払資金残高
（貸付原資)
1,109,996
（40.0%）

前期末支払資金残高
（運転資金)
35,449（1.3%）

その他の活動収入
351,698（12.7%）

その他の収入 27,152（1.0%）

受取利息配当金収入 17,821（0.6%）

分担金収入 1,275（0.1%）
負担金収入 85,769（3.1%）

事業収入 363,067（13.1%）

寄付金収入 4,500（0.2%）

収入
合計

2,775,632
（単位：千円）

経
済
格
差
な
ど
に
伴
う
貧
困
問
題
の
深
刻
化
、家
族
や
地
域
社
会
の
絆
の
希
薄
化
な
ど
、社
会
・
経
済
情

勢
の
変
化
に
伴
い
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
顕
在
化
し
た
問
題

も
加
わ
り
、福
祉
課
題
は
一
層
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、共
生
・
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
基
盤
強
化
、生
活

困
窮
者
の
自
立
支
援
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
提
供
で
き
る
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
、福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
や
福
祉
分
野
の
各
種
の
制
度
見
直
し
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、「
超
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
」「
人
生
1
0
0
年
時
代
」と
い
わ
れ
、誰
も
が
生
涯
を
通
し

て
、「
安
心
・
安
全
・
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会（
持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
・
地
域
共
生

社
会
）」が
実
感
で
き
る
よ
う
に
、20
年
・
30
年
先
の
社
会
の
姿
を
見
据
え
た
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。さ

ら
に
、「
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
」が
発
生
し
、本
県
に
お
い
て
も
近
い
将
来
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
を
含
む
様
々
な
災
害
に
備
え
、平
時
か
ら
災
害
福
祉
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、本
会
は
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し
て
一
層
の
体
制
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、市
区
町
村
社
協
・
社
会
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、福
祉
関
係
機
関
・
団
体
、行
政
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
団
体
や
マ
ス
コ
ミ
・
関
係
団
体
の
方
々
と
連
携
・
交
流
の
更
な
る
活
発
化
に
努
め
、引
き
続
き「
県

社
協
第
5
次
中
期
計
画
2
0
2
2
ー
2
0
2
6
」に
掲
げ
る
6
つ
の「
新
た
な
風
」を
基
本
方
針
と
し
て
諸

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、常
に
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た「
温
か
み
の
あ
る
福
祉
の
視
点
」に
立
ち
、本
会

の
基
本
理
念
で
あ
る「
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し（
あ
ん
し
ん
し
て
・
い
き
い
き
と
・
ち
い
き
で
・
ふ
つ
う
に
・

く
ら
せ
る
・
し
ゃ
か
い
）」の
実
現
を
図
る
こ
と
と
す
る
。
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令
和
5
年
度 

事
業
報
告（
概
要
）・
決
算

一
般
会
計
決
算 

決
算

（
単
位 

円
）

地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会（
地
域
福
祉
）

づ
く
り

Ⅰ

社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の

支
援
強
化

Ⅱ
福
祉
人
材（
担
い
手
）の
確
保
・
育
成
・
定
着

Ⅲ

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

Ⅴ

暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の

災
害
時
福
祉
支
援
活
動
の
推
進

Ⅳ

愛
知
県
社
協
の
経
営
強
化
と
働
き
方
改
革

Ⅵ

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
支
援
活
動

Ⅶ

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地
域
福
祉
を

重
層
的
に
推
進
す
る
た
め
、地
域
に
お
け
る
包
括
的

な
支
援
体
制
づ
く
り
に
お
い
て
市
町
村
社
協
が
中

核
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、地
域
福

祉
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
ほ
か
、

社
会
的
排
除
・
孤
立
、生
活
困
窮
者
な
ど
福
祉
課
題

や
生
活
課
題
の
あ
る
人
を
早
期
把
握
し
、脱
却
を
図

る
た
め
、地
域
に
お
け
る
個
別
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
利
用
推

進
、既
存
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
柔
軟
な
社
会
資

源
の
創
出
に
向
け
た
各
種
研
修
会
の
開
催
及
び
情

報
提
供
を
行
っ
た
。併
せ
て
、地
域
に
お
け
る
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
活
動
や
拠
点
づ
く
り
等
、住
民
が
主
体

的
に
取
り
組
む
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で

き
る
よ
う
、団
塊
世
代
や
大
学
生
、青
少
年
等
に
対

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
や
企
業

等
の
社
会
貢
献
活
動
の
促
進
、地
域
・
学
校
・
社
協

と
の
連
携
に
よ
る
福
祉
教
育
を
推
進
し
た
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
さ
ら
な
る
利
用

を
図
り
、特
に
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
支
援

強
化
と
し
て
、関
係
諸
団
体
・
機
関
と
連
携
し
、子

ど
も
の
居
場
所
と
な
る
子
ど
も
食
堂
の
開
設
・
運
営

や
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
を
推
進
し
た
ほ
か
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
と
の
連
携
研
修
や
支

援
に
関
す
る
情
報
共
有
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
生

活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

緊
急
小
ロ
資
金
等
特
例
貸
付
で
顕
在
化
し
た
生
活

困
窮
者
に
対
す
る
償
還
や
生
活
再
建
の
た
め
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
体
制
整
備
を
推
進
し
た
。

加
え
て
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員
の
日
頃
の
相

談
援
助
活
動
の
よ
り
層
の
推
進
と
発
展
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
益
を
保
護

す
る
た
め
、地
域
に
お
け
る
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
の
拡
充
を
進
め
る
と
と
も
に
、権
利
擁
護
と
し
て

の
成
年
後
見
制
度
の
推
進
を
支
援
し
、総
合
的
な

権
利
擁
護
体
制
の
構
築
を
図
っ
た
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、社
会
福
祉
法

人
・
社
会
福
祉
施
設
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
く
た
め
に
、地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
や
社

会
福
祉
充
実
残
額
に
よ
る
地
域
公
益
事
業
に
つ
い

て
、地
域
や
住
民
の
福
祉
課
題·

生
活
課
題
な
ど
を

把
握
し
、地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、す
べ
て
の
社
会

福
祉
法
人
が
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
実
態
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、先
駆
的
取
祖
事
例
の
紹
介

や
法
人
間
・
施
設
間
の
地
域
連
携
に
よ
る
事
業
等
の

支
援
を
行
い
、県
民
の
社
会
福
祉
法
人
へ
の
理
解
と

信
頼
の
獲
得
を
図
っ
た
。

ま
た
、高
齢
・
障
害
・
児
童
等
の
各
福
祉
分
野
の

基
盤
と
な
る
制
度
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
向
け
た
対

応
を
は
じ
め
、福
祉
人
材
の
確
保
や
処
遇
改
善
、諸

物
価
高
騰
に
対
す
る
緊
急
支
援
要
望
を
は
じ
め
、県

内
福
祉
関
係
者
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
、国
・
県
等

へ
の
提
言
・
要
望
活
動
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
推
進
す

る
た
め
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
普

及
・
促
進
に
努
め
た
。

福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
中

で
、福
祉
人
材
の
安
定
的
確
保
・
育
成
・
定
着
を
総

合
的
・
継
続
的
に
推
進
し
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、福
祉
人

材
無
料
職
業
紹
介
所
機
能
の
強
化
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
関
係
機
関
と
連
携
し
、求
人
・
求
職
相
談
の
実

施
、福
祉
・
介
護
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
の
開
催
、資
格

取
得
や
就
職
支
援
の
た
め
の
返
還
免
除
付
き
貸
付

事
業
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、福
祉
人
材
の
確
保
・
定

着
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、社
会
福
祉
関
係
職
員
研
修
等
の
充
実
を

図
り
、福
祉
・
介
護
等
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
人
材

の
育
成
に
努
め
た
。

昨
今
の
度
重
な
る
広
域
的
・
多
発
的
な
自
然
災
害

の
発
生
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
大
規
模
災
害
へ

の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
営
に
関
わ
る
情
報
共
有
等
を
効
率
的
に
進
め

る
た
め
、情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）を
活
用
し
た

「
あ
い
ち
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
シ
ス
テ

ム
」の
導
入
や
、災
害
時
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

を
発
信
す
る「
愛
知
県
社
協
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情

報
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
運
用
す
る
と
と
も
に
、市
町
村

社
協
や
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
策
定
支
援
を
行
い
、災
害
に
強
い
組
織

体
制
の
構
築
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、過
去
の
大
規
模
災
害
に
お
け
る
被
災
地

支
援
の
あ
り
方
を
検
証
し
、社
協
・
行
政
・
N
P
O

等
の
三
者
連
携
に
よ
る
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
や
実
践
的
に
活
動
す
る
た
め
の
知
識
・
技

能
の
充
実
を
図
っ
た
。

高
齢
者
に
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る「
あ
い
ち
シ

ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」の
開
催
と
、全
国
健
康
福
祉
祭

え
ひ
め
大
会
へ
の
選
手
派
遣
等
に
よ
り
、高
齢
者
の

生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
地
域
社
会
活
動

の
参
加
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、同
カ
レ
ッ
ジ
の
卒

業
生
を
対
象
と
し
た
専
門
講
座
を
実
施
す
る
こ
と

で
、地
域
で
の
社
会
活
動
に
つ
な
げ
、地
域
で
活
躍

す
る
人
材
を
養
成
し
た
。

ま
た
、県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
鹿
児
島
大
会
へ
の
選
手
派
遣
等
、

障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た

め
、障
害
者
が
身
近
な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
を
行
う
と
と

も
に
、若
手
人
材
の
育
成
や
指
導
員
活
動
の
リ
・
ス

タ
ー
ト
支
援
等
の
実
施
に
よ
り
指
導
員
の
養
成
・
確

保
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
に
よ
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
関
心
の
高
ま
り
を

受
け
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
な
ど
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

に
よ
る
講
演
や
実
技
指
導
を
交
え
た
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
体
験
・
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
参
加
者
の
裾
野
拡
大
、障
害
へ
の

理
解
促
進
を
図
っ
た
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、

信
頼
さ
れ
る
法
人
組
撤
の
運
営
・
持
続
可
能
な
組
織

づ
く
り
を
図
る
た
め
、組
織
の
ス
リ
ム
化
を
目
指
し

た
再
編
を
は
じ
め
、所
管
事
務
等
の
見
直
し
や
職

制
・
職
責
の
明
確
化
な
ど
、次
年
度
に
向
け
、内
部

管
理
体
制
等
の
強
化
に
向
け
た
組
織
の
見
直
し
を
進

め
た
。

ま
た
、「
県
社
協
職
員
行
動
原
則
」を
徹
底
し
、コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、中

長
期
的
な
職
員
研
修
計
画
に
よ
り
職
責
に
応
じ
た
人

材
育
成
を
計
画
的
に
進
め
た
。併
せ
て
、風
通
し
の

良
い
組
織
に
な
る
よ
う
、活
力
の
あ
る
職
場
づ
く
り

や
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
た
。

令
和
6
年
1
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
、東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
県
市
社
協
災
害
応
援

に
関
す
る
協
定
に
基
づ
き
、被
災
地
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
を
行
う
た
め
、県
内

市
町
村
社
協
と
連
携
・
協
力
の
も
と
、珠
洲
市
に
応

援
職
員
を
派
遣
し
た
。

ま
た
、愛
知
県
と
の
委
託
契
約
に
基
づ
き
、避
難

所
に
お
け
る
要
配
慮
者
の
支
援
を
行
う
た
め
、愛
知

県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム（
愛
知
D
C
A
T
）の
協

力
法
人
と
連
携
し
、金
沢
市
に
開
設
さ
れ
た
1・5
次

避
難
所
や
志
賀
町
の
一
般
避
難
所
に
お
い
て
活
動
を

展
開
し
た
。

こ
の
ほ
か
、義
援
金
の
協
力
や
被
災
地
へ
の
物
資

支
援
を
行
っ
た
。

本
会
の
基
本
理
念
で
あ
る「
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し（
あ
ん
し
ん
し
て
・
い
き
い
き
と
・
ち
い
き
で
・
ふ

つ
う
に
・
く
ら
せ
る
・
し
ゃ
か
い
）」の
実
現
に
向
け
、「
県
社
協
第
5
次
中
期
計
画
２
０
２
２‒

２
０
２
６
」

に
掲
げ
た
6
つ
の「
新
た
な
風
」を
基
本
方
針
と
し
て
、市
区
町
村
社
協
・
社
会
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、民
生

委
員
・
児
童
委
員
、福
祉
関
係
機
関
・
団
体
、行
政
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
や
マ
ス
コ
ミ
・
関
係

団
体
と
連
携
・
協
働
し
、11
の
重
点
事
業
を
中
心
に
各
種
事
業
を
実
施
し
た
。

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、改
め
て
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、新
し
い
生
活
様
式
を

取
り
入
れ
、効
率
的
・
効
果
的
な
事
業
の
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、「
超
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
」「
人

生
百
年
時
代
」と
言
わ
れ
る
中
、誰
も
が
生
涯
を
通
し
て
、「
安
心
・
安
全
・
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会（
持

続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
・
地
域
共
生
社
会
）」が
実
感
で
き
る
よ
う
に
、20
年
・
30
年
先

の
社
会
の
姿
を
見
据
え
た
活
動
に
努
め
た
。

加
え
て
、令
和
6
年
1
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
、様
々
な
形
で
石
川
県
珠
洲
市
な
ど
へ
の
被

災
地
　
支
援
活
動
を
行
っ
た
。

な
お
、基
本
方
針
ご
と
に
、令
和
5
年
度
実
施
し
た
事
業
の
概
要
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

助成金支出 15,299,446（0.5%）負担金支出 64,732,788（1.9%）

人件費 499,740,011（14.8%）

施設整備等による支出 9,830,220（0.3%）

その他の活動による支出
197,964,054（5.8%）

事業費支出 1,126,728,333（33.3%）

貸付事業等支出 68,000,000（2.0%）
事務費支出 61,554,879（1.8%）

当期末支払資金残高（運転資金)
38,969,379（1.2%）

当期末支払資金残高（貸付原資)
1,301,876,468（38.5%） 支出

合計
3,384,695,578
（単位：円）

会費収入 80,379,950（2.6%）

経常経費補助金収入 282,827,281（9.0%）

助成金収入 6,006,100（0.2%）

受託金収入 214,461,814（6.8%）

貸付事業等収入 76,414,750（2.4%）

前期末支払資金残高（貸付原資)
1,412,184,671（45.1%）

前期末支払資金残高（運転資金)
59,320,044（1.9%）

その他の活動による収入
529,810,000（16.9%）

その他の収入 39,227,889（1.3%）

受取利息配当金収入 17,499,914（0.6%）

分担金収入 1,275,000（0.1%）
負担金収入81,146,876（2.6%）

事業収入 326,392,638（10.4%）

寄附金収入 3,264,328（0.1%）

収入
合計

3,130,271,255
（単位：円）
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令
和
5
年
度 

事
業
報
告（
概
要
）・
決
算

一
般
会
計
決
算 

決
算

（
単
位 

円
）

地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会（
地
域
福
祉
）

づ
く
り

Ⅰ

社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の

支
援
強
化

Ⅱ
福
祉
人
材（
担
い
手
）の
確
保
・
育
成
・
定
着

Ⅲ

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

Ⅴ

暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の

災
害
時
福
祉
支
援
活
動
の
推
進

Ⅳ

愛
知
県
社
協
の
経
営
強
化
と
働
き
方
改
革

Ⅵ

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
支
援
活
動

Ⅶ

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地
域
福
祉
を

重
層
的
に
推
進
す
る
た
め
、地
域
に
お
け
る
包
括
的

な
支
援
体
制
づ
く
り
に
お
い
て
市
町
村
社
協
が
中

核
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、地
域
福

祉
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
ほ
か
、

社
会
的
排
除
・
孤
立
、生
活
困
窮
者
な
ど
福
祉
課
題

や
生
活
課
題
の
あ
る
人
を
早
期
把
握
し
、脱
却
を
図

る
た
め
、地
域
に
お
け
る
個
別
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
利
用
推

進
、既
存
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
柔
軟
な
社
会
資

源
の
創
出
に
向
け
た
各
種
研
修
会
の
開
催
及
び
情

報
提
供
を
行
っ
た
。併
せ
て
、地
域
に
お
け
る
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
活
動
や
拠
点
づ
く
り
等
、住
民
が
主
体

的
に
取
り
組
む
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で

き
る
よ
う
、団
塊
世
代
や
大
学
生
、青
少
年
等
に
対

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
や
企
業

等
の
社
会
貢
献
活
動
の
促
進
、地
域
・
学
校
・
社
協

と
の
連
携
に
よ
る
福
祉
教
育
を
推
進
し
た
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
さ
ら
な
る
利
用

を
図
り
、特
に
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
支
援

強
化
と
し
て
、関
係
諸
団
体
・
機
関
と
連
携
し
、子

ど
も
の
居
場
所
と
な
る
子
ど
も
食
堂
の
開
設
・
運
営

や
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
を
推
進
し
た
ほ
か
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
と
の
連
携
研
修
や
支

援
に
関
す
る
情
報
共
有
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
生

活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

緊
急
小
ロ
資
金
等
特
例
貸
付
で
顕
在
化
し
た
生
活

困
窮
者
に
対
す
る
償
還
や
生
活
再
建
の
た
め
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
体
制
整
備
を
推
進
し
た
。

加
え
て
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員
の
日
頃
の
相

談
援
助
活
動
の
よ
り
層
の
推
進
と
発
展
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
益
を
保
護

す
る
た
め
、地
域
に
お
け
る
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
の
拡
充
を
進
め
る
と
と
も
に
、権
利
擁
護
と
し
て

の
成
年
後
見
制
度
の
推
進
を
支
援
し
、総
合
的
な

権
利
擁
護
体
制
の
構
築
を
図
っ
た
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、社
会
福
祉
法

人
・
社
会
福
祉
施
設
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
く
た
め
に
、地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
や
社

会
福
祉
充
実
残
額
に
よ
る
地
域
公
益
事
業
に
つ
い

て
、地
域
や
住
民
の
福
祉
課
題·

生
活
課
題
な
ど
を

把
握
し
、地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、す
べ
て
の
社
会

福
祉
法
人
が
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
実
態
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、先
駆
的
取
祖
事
例
の
紹
介

や
法
人
間
・
施
設
間
の
地
域
連
携
に
よ
る
事
業
等
の

支
援
を
行
い
、県
民
の
社
会
福
祉
法
人
へ
の
理
解
と

信
頼
の
獲
得
を
図
っ
た
。

ま
た
、高
齢
・
障
害
・
児
童
等
の
各
福
祉
分
野
の

基
盤
と
な
る
制
度
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
向
け
た
対

応
を
は
じ
め
、福
祉
人
材
の
確
保
や
処
遇
改
善
、諸

物
価
高
騰
に
対
す
る
緊
急
支
援
要
望
を
は
じ
め
、県

内
福
祉
関
係
者
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
、国
・
県
等

へ
の
提
言
・
要
望
活
動
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
推
進
す

る
た
め
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
普

及
・
促
進
に
努
め
た
。

福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
中

で
、福
祉
人
材
の
安
定
的
確
保
・
育
成
・
定
着
を
総

合
的
・
継
続
的
に
推
進
し
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、福
祉
人

材
無
料
職
業
紹
介
所
機
能
の
強
化
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
関
係
機
関
と
連
携
し
、求
人
・
求
職
相
談
の
実

施
、福
祉
・
介
護
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
の
開
催
、資
格

取
得
や
就
職
支
援
の
た
め
の
返
還
免
除
付
き
貸
付

事
業
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、福
祉
人
材
の
確
保
・
定

着
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、社
会
福
祉
関
係
職
員
研
修
等
の
充
実
を

図
り
、福
祉
・
介
護
等
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
人
材

の
育
成
に
努
め
た
。

昨
今
の
度
重
な
る
広
域
的
・
多
発
的
な
自
然
災
害

の
発
生
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
大
規
模
災
害
へ

の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
営
に
関
わ
る
情
報
共
有
等
を
効
率
的
に
進
め

る
た
め
、情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）を
活
用
し
た

「
あ
い
ち
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
シ
ス
テ

ム
」の
導
入
や
、災
害
時
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

を
発
信
す
る「
愛
知
県
社
協
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情

報
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
運
用
す
る
と
と
も
に
、市
町
村

社
協
や
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
策
定
支
援
を
行
い
、災
害
に
強
い
組
織

体
制
の
構
築
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、過
去
の
大
規
模
災
害
に
お
け
る
被
災
地

支
援
の
あ
り
方
を
検
証
し
、社
協
・
行
政
・
N
P
O

等
の
三
者
連
携
に
よ
る
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
や
実
践
的
に
活
動
す
る
た
め
の
知
識
・
技

能
の
充
実
を
図
っ
た
。

高
齢
者
に
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る「
あ
い
ち
シ

ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」の
開
催
と
、全
国
健
康
福
祉
祭

え
ひ
め
大
会
へ
の
選
手
派
遣
等
に
よ
り
、高
齢
者
の

生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
地
域
社
会
活
動

の
参
加
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、同
カ
レ
ッ
ジ
の
卒

業
生
を
対
象
と
し
た
専
門
講
座
を
実
施
す
る
こ
と

で
、地
域
で
の
社
会
活
動
に
つ
な
げ
、地
域
で
活
躍

す
る
人
材
を
養
成
し
た
。

ま
た
、県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
鹿
児
島
大
会
へ
の
選
手
派
遣
等
、

障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た

め
、障
害
者
が
身
近
な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
を
行
う
と
と

も
に
、若
手
人
材
の
育
成
や
指
導
員
活
動
の
リ
・
ス

タ
ー
ト
支
援
等
の
実
施
に
よ
り
指
導
員
の
養
成
・
確

保
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
に
よ
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
関
心
の
高
ま
り
を

受
け
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
な
ど
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

に
よ
る
講
演
や
実
技
指
導
を
交
え
た
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
体
験
・
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
参
加
者
の
裾
野
拡
大
、障
害
へ
の

理
解
促
進
を
図
っ
た
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、

信
頼
さ
れ
る
法
人
組
撤
の
運
営
・
持
続
可
能
な
組
織

づ
く
り
を
図
る
た
め
、組
織
の
ス
リ
ム
化
を
目
指
し

た
再
編
を
は
じ
め
、所
管
事
務
等
の
見
直
し
や
職

制
・
職
責
の
明
確
化
な
ど
、次
年
度
に
向
け
、内
部

管
理
体
制
等
の
強
化
に
向
け
た
組
織
の
見
直
し
を
進

め
た
。

ま
た
、「
県
社
協
職
員
行
動
原
則
」を
徹
底
し
、コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、中

長
期
的
な
職
員
研
修
計
画
に
よ
り
職
責
に
応
じ
た
人

材
育
成
を
計
画
的
に
進
め
た
。併
せ
て
、風
通
し
の

良
い
組
織
に
な
る
よ
う
、活
力
の
あ
る
職
場
づ
く
り

や
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
た
。

令
和
6
年
1
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
、東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
県
市
社
協
災
害
応
援

に
関
す
る
協
定
に
基
づ
き
、被
災
地
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
を
行
う
た
め
、県
内

市
町
村
社
協
と
連
携
・
協
力
の
も
と
、珠
洲
市
に
応

援
職
員
を
派
遣
し
た
。

ま
た
、愛
知
県
と
の
委
託
契
約
に
基
づ
き
、避
難

所
に
お
け
る
要
配
慮
者
の
支
援
を
行
う
た
め
、愛
知

県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム（
愛
知
D
C
A
T
）の
協

力
法
人
と
連
携
し
、金
沢
市
に
開
設
さ
れ
た
1・5
次

避
難
所
や
志
賀
町
の
一
般
避
難
所
に
お
い
て
活
動
を

展
開
し
た
。

こ
の
ほ
か
、義
援
金
の
協
力
や
被
災
地
へ
の
物
資

支
援
を
行
っ
た
。

本
会
の
基
本
理
念
で
あ
る「
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し（
あ
ん
し
ん
し
て
・
い
き
い
き
と
・
ち
い
き
で
・
ふ

つ
う
に
・
く
ら
せ
る
・
し
ゃ
か
い
）」の
実
現
に
向
け
、「
県
社
協
第
5
次
中
期
計
画
２
０
２
２‒

２
０
２
６
」

に
掲
げ
た
6
つ
の「
新
た
な
風
」を
基
本
方
針
と
し
て
、市
区
町
村
社
協
・
社
会
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、民
生

委
員
・
児
童
委
員
、福
祉
関
係
機
関
・
団
体
、行
政
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
や
マ
ス
コ
ミ
・
関
係

団
体
と
連
携
・
協
働
し
、11
の
重
点
事
業
を
中
心
に
各
種
事
業
を
実
施
し
た
。

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、改
め
て
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、新
し
い
生
活
様
式
を

取
り
入
れ
、効
率
的
・
効
果
的
な
事
業
の
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、「
超
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
」「
人

生
百
年
時
代
」と
言
わ
れ
る
中
、誰
も
が
生
涯
を
通
し
て
、「
安
心
・
安
全
・
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会（
持

続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
・
地
域
共
生
社
会
）」が
実
感
で
き
る
よ
う
に
、20
年
・
30
年
先

の
社
会
の
姿
を
見
据
え
た
活
動
に
努
め
た
。

加
え
て
、令
和
6
年
1
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
、様
々
な
形
で
石
川
県
珠
洲
市
な
ど
へ
の
被

災
地
　
支
援
活
動
を
行
っ
た
。

な
お
、基
本
方
針
ご
と
に
、令
和
5
年
度
実
施
し
た
事
業
の
概
要
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

助成金支出 15,299,446（0.5%）負担金支出 64,732,788（1.9%）

人件費 499,740,011（14.8%）

施設整備等による支出 9,830,220（0.3%）

その他の活動による支出
197,964,054（5.8%）

事業費支出 1,126,728,333（33.3%）

貸付事業等支出 68,000,000（2.0%）
事務費支出 61,554,879（1.8%）

当期末支払資金残高（運転資金)
38,969,379（1.2%）

当期末支払資金残高（貸付原資)
1,301,876,468（38.5%） 支出

合計
3,384,695,578
（単位：円）

会費収入 80,379,950（2.6%）

経常経費補助金収入 282,827,281（9.0%）

助成金収入 6,006,100（0.2%）

受託金収入 214,461,814（6.8%）

貸付事業等収入 76,414,750（2.4%）

前期末支払資金残高（貸付原資)
1,412,184,671（45.1%）

前期末支払資金残高（運転資金)
59,320,044（1.9%）

その他の活動による収入
529,810,000（16.9%）

その他の収入 39,227,889（1.3%）

受取利息配当金収入 17,499,914（0.6%）

分担金収入 1,275,000（0.1%）
負担金収入81,146,876（2.6%）

事業収入 326,392,638（10.4%）

寄附金収入 3,264,328（0.1%）

収入
合計

3,130,271,255
（単位：円）
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令
和
6
年
6
月
27
日（
木
）〜
28
日（
金
）

の
日
程
に
お
い
て
、ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
に
て
令

和
6
年
度
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
児
童
養
護
施
設
・

乳
児
院
研
究
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、東
海
北
陸
6
県
1
市
に
あ
る

児
童
養
護
施
設
及
び
乳
児
院
に
所
属
す
る

支
援
員
等
の
職
員
が
一
堂
に
会
し
、県
域
を

越
え
た
交
流
や
情
報
交
換
及
び
、児
童
及
び

乳
児
の
養
育
に
関
す
る
事
例
発
表
等
を
通
じ

て
課
題
の
共
有
・
研
究
協
議
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

今
大
会
は
、令
和
6
年
4
月
施
行
の
児
童

福
祉
法
の
改
正
や
こ
ど
も
大
綱
が
示
さ
れ
た

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、「
子
ど
も
の
権
利
」を

意
義
と
し
て
掲
げ
、併
せ
て
今
年
は
子
ど
も

の
権
利
条
約
批
准
か
ら
30
年
と
な
る
こ
と
か

ら
、大
会
テ
ー
マ
を「『
子
ど
も
の
権
利
と
社

会
的
養
護
の
使
命
』（
子
ど
も
の
権
利
条
約

批
准
30
年
）〜
い
ま
、『
わ
た
し
た
ち
に
ふ
さ

わ
し
い
世
界
』と
は
〜
」と
し
、開
催
い
た
し

ま
し
た
。

当
日
は
、行
政
説
明
・
基
調
講
演
・
分
科

会
の
3
部
構
成
で
開
催
さ
れ
、3
0
0
名
を

超
え
る
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
会
式
は
、平
井
誠
敏
実
行
委
員
長
の
挨

拶
か
ら
は
じ
ま
り
、主
催
者
挨
拶
、来
賓
者

よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

行
政
説
明
で
は
、こ
ど
も
家
庭
庁
支
援
局

虐
待
防
止
対
策
課
の
鈴
木
茂
氏
よ
り
、社
会

的
養
護
全
体
の
状
況
、社
会
的
養
育
推
進
計

画
、措
置
費
、改
正
児
童
福
祉
法
等
に
つ
い

て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
的
養
護
全
体
の
状
況
と
し
て
、児
童

虐
待
相
談
対
応
件
数
は
依
然
と
し
て
増
加

傾
向
に
あ
り
、心
的
虐
待
が
最
も
多
く
報
告

さ
れ
て
い
る
こ
と
、児
童
虐
待
の
ケ
ー
ス
は

地
域
住
民
や
関
係
機
関
か
ら
警
察
に
相
談

が
あ
っ
て
か
ら
発
覚
・
通
告
と
な
る
こ
と
が

多
く
、今
後
も
地
域
住
民
や
関
係
機
関
か
ら

の
相
談
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
。ま
た
、

全
体
の
虐
待
相
談
件
数
の
中
で
も
施
設
入
所

に
至
る
ケ
ー
ス
は
わ
ず
か
で
、大
多
数
の

ケ
ー
ス
は
在
宅
で
の
支
援
が
継
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
、家
庭
養
育
で
の
支
援
が
優
先
さ

れ
、施
設
養
護
に
お
い
て
も「
小
規
模
化
」

「
地
域
分
散
化
」が
謳
わ
れ
て
お
り
、家
庭
や

地
域
に
近
い
形
で
の
ケ
ア
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
社
会
的
養
護
の
全
体
状
況
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、令
和
7
年

4
月
に
は
社
会
的
養
護
推
進
計
画
が
見
直

さ
れ
る
た
め
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
も
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、国
連
子
ど
も
の
権
利
委

員
会
の
委
員
で
あ
る
弁
護
士
の
大
谷
美
紀
子

氏
よ
り
、「
子
ど
も
の
権
利
条
約
か
ら
み
た

日
本
の
社
会
的
養
護（
代
替
的
養
護
）」を

テ
ー
マ
と
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
の
、子
ど
も
に
対
す
る
考
え
方

の
変
化
に
つ
い
て
、「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

や
、子
ど
も
の
権
利
条
約
に
批
准
し
た
国
に

対
し
て
、実
施
状
況
の
審
査
を
定
期
的
に
行

う「
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
」、子
ど
も
の
権

利
条
約
で
の「
代
替
的
養
護
」に
関
す
る
考

え
方
に
つ
い
て
、国
連
総
会
採
択
決
議
で
あ

る「
児
童
の
代
替
的
養
育
に
関
す
る
指
針

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」、2
0
1
9
年
に
行
わ

れ
た
国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
に
よ
る
日

本
の
第
4
回
・
5
回
統
合
定
期
報
告
書
の
審

査
、そ
し
て
こ
ど
も
家
庭
庁
に
よ
り
示
さ
れ

た「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」等
に
つ
い
て
、

子
ど
も
の
権
利
を
基
調
と
し
て
採
択
さ
れ
た

条
約
や
制
度
、指
針
等
の
内
容
や
、そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。最
後
に
は
質
疑
応
答
の
時
間
も
設
け

ら
れ
、社
会
的
養
護
に
つ
い
て
知
見
を
よ
り

深
め
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

基
調
講
演
後
に
は
、6
つ
の
テ
ー
マ
に
分

か
れ
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
と
し
て
、第
1
分
科
会
は「
乳
幼

児
」、第
2
分
科
会
は「
食
育
」、第
3
分
科

会
は「
心
理
」、第
4
分
科
会
は「
人
材
育

成
・
確
保
」
、
第
5
分
科
会
は
「
自
立
支

援
」、第
6
分
科
会
は「
運
営
管
理
」の
6
つ

に
分
か
れ
、各
々
が
希
望
さ
れ
た
テ
ー
マ
の

分
科
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。分
科

会
は
2
日
間
に
分
け
て
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、1
日
目
は
主
に
発

題
、2
日
目
は
討
議
・
意
見
発
表
を
中
心
と

し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。各

令
和
6
年
度 

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
児
童
養
護
施
設
・

　乳
児
院
研
究
協
議
会
愛
知
大
会
の
実
施
に
つ
い
て

▲開会の様子

▲分科会の様子

分
科
会
に
お
い
て
、事
例
の
共
有
や
関
連
課

題
に
つ
い
て
の
討
議
、グ
ル
ー
プ
発
表
を
行

い
、分
科
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は

「
講
義
内
の
グ
ル
ー
プ
発
表
を
通
し
て
、他

の
施
設
や
各
々
の
地
域
の
現
状
や
そ
れ
ぞ
れ

が
抱
え
て
い
る
問
題
点
等
に
つ
い
て
相
談
を

含
め
、話
し
合
い
が
行
え
た
。」「
情
報
交
換

の
で
き
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。」等
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

閉
会
式
は
各
分
科
会
会
場
に
て
、

Z
O
O
M
配
信
に
て
行
い
ま
し
た
。次
期
開

催
県
で
あ
る
岐
阜
県
児
童
福
祉
協
議
会
会

長
横
川
聖
氏
よ
り
挨
拶
の
後
、閉
会
挨
拶
と

し
て
伊
藤
副
大
会
長
よ
り
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

別表2　分科会について

乳幼児 「乳幼児のアドボカシー」

食育 「生活支援の核となる食育」

心理 「社会的養護における心理療法の実践と展開」

人材育成・確保 「『人材の確保・育成・定着』～支え合いの文化の構築～」

自立支援 「児童養護施設における自立支援（リービングケア・アフターケア）とは？」

運営管理 「『意見の最善の利益を考慮する』とは」

分 科 会 　                   テ ー マ

第１分科会

第２分科会

第３分科会

第４分科会

第５分科会

第６分科会

別表1　当日プログラム

福祉の保険 ご案内

ボランティア活動保険
●ボランティア活動中のケガを補償（傷害事故）
●活動中に人にケガをさせてしまった時や人の
物を壊してしまった事故を補償（賠償事故）

福祉ふれあい活動総合補償

保険の内容については、本会ホームページ－福祉の保険－をご覧ください

「ボランティア活動保険」「ボランティア行事用保険」の加入手続き・お問い合わせは、
お住まい又は活動場所の市区町村社会福祉協議会へ
「福祉ふれあい活動総合補償」「社会福祉法人役員賠償責任保険」の加入手続き・お問い合わせは、
取扱代理店ニュータスへ

取扱代理店

引受保険会社 三井住友海上火災保険（株） TEL.０５２-２２３-４１７２

㈱ニュータス TEL.０１２０-２５８-５１７

●在宅福祉サービス従事者の活動中の事故、
移送サービス中の交通事故や搭乗中のケ
ガ、デイサービス利用者のケガを補償

役員賠償責任保険
●第三者からの訴訟・法人からの訴訟による社会
福祉法人の役員の業務遂行に関する賠償リスク
を補償

ボランティア行事用保険
●社協やボランティア活動を推進している民間
団体が主催の行事中のケガや賠償事故を補償

◆第１日目　６月２７日（木）

分
科
会

（
発

題
）

移動
休憩

基 調
講 演

休憩行 政
説 明

開会式
受

付

12：00 13：00 13：30 14：20 14：30 15：30 15：50 18：00

◆第２日目　６月２８日（金）

閉会式
分 科 会
（討 議）

受

付

9：00 9：30 11：30 11：45
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令
和
6
年
6
月
27
日（
木
）〜
28
日（
金
）

の
日
程
に
お
い
て
、ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
に
て
令

和
6
年
度
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
児
童
養
護
施
設
・

乳
児
院
研
究
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、東
海
北
陸
6
県
1
市
に
あ
る

児
童
養
護
施
設
及
び
乳
児
院
に
所
属
す
る

支
援
員
等
の
職
員
が
一
堂
に
会
し
、県
域
を

越
え
た
交
流
や
情
報
交
換
及
び
、児
童
及
び

乳
児
の
養
育
に
関
す
る
事
例
発
表
等
を
通
じ

て
課
題
の
共
有
・
研
究
協
議
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

今
大
会
は
、令
和
6
年
4
月
施
行
の
児
童

福
祉
法
の
改
正
や
こ
ど
も
大
綱
が
示
さ
れ
た

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、「
子
ど
も
の
権
利
」を

意
義
と
し
て
掲
げ
、併
せ
て
今
年
は
子
ど
も

の
権
利
条
約
批
准
か
ら
30
年
と
な
る
こ
と
か

ら
、大
会
テ
ー
マ
を「『
子
ど
も
の
権
利
と
社

会
的
養
護
の
使
命
』（
子
ど
も
の
権
利
条
約

批
准
30
年
）〜
い
ま
、『
わ
た
し
た
ち
に
ふ
さ

わ
し
い
世
界
』と
は
〜
」と
し
、開
催
い
た
し

ま
し
た
。

当
日
は
、行
政
説
明
・
基
調
講
演
・
分
科

会
の
3
部
構
成
で
開
催
さ
れ
、3
0
0
名
を

超
え
る
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
会
式
は
、平
井
誠
敏
実
行
委
員
長
の
挨

拶
か
ら
は
じ
ま
り
、主
催
者
挨
拶
、来
賓
者

よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

行
政
説
明
で
は
、こ
ど
も
家
庭
庁
支
援
局

虐
待
防
止
対
策
課
の
鈴
木
茂
氏
よ
り
、社
会

的
養
護
全
体
の
状
況
、社
会
的
養
育
推
進
計

画
、措
置
費
、改
正
児
童
福
祉
法
等
に
つ
い

て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
的
養
護
全
体
の
状
況
と
し
て
、児
童

虐
待
相
談
対
応
件
数
は
依
然
と
し
て
増
加

傾
向
に
あ
り
、心
的
虐
待
が
最
も
多
く
報
告

さ
れ
て
い
る
こ
と
、児
童
虐
待
の
ケ
ー
ス
は

地
域
住
民
や
関
係
機
関
か
ら
警
察
に
相
談

が
あ
っ
て
か
ら
発
覚
・
通
告
と
な
る
こ
と
が

多
く
、今
後
も
地
域
住
民
や
関
係
機
関
か
ら

の
相
談
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
。ま
た
、

全
体
の
虐
待
相
談
件
数
の
中
で
も
施
設
入
所

に
至
る
ケ
ー
ス
は
わ
ず
か
で
、大
多
数
の

ケ
ー
ス
は
在
宅
で
の
支
援
が
継
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
、家
庭
養
育
で
の
支
援
が
優
先
さ

れ
、施
設
養
護
に
お
い
て
も「
小
規
模
化
」

「
地
域
分
散
化
」が
謳
わ
れ
て
お
り
、家
庭
や

地
域
に
近
い
形
で
の
ケ
ア
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
社
会
的
養
護
の
全
体
状
況
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、令
和
7
年

4
月
に
は
社
会
的
養
護
推
進
計
画
が
見
直

さ
れ
る
た
め
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
も
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、国
連
子
ど
も
の
権
利
委

員
会
の
委
員
で
あ
る
弁
護
士
の
大
谷
美
紀
子

氏
よ
り
、「
子
ど
も
の
権
利
条
約
か
ら
み
た

日
本
の
社
会
的
養
護（
代
替
的
養
護
）」を

テ
ー
マ
と
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
の
、子
ど
も
に
対
す
る
考
え
方

の
変
化
に
つ
い
て
、「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

や
、子
ど
も
の
権
利
条
約
に
批
准
し
た
国
に

対
し
て
、実
施
状
況
の
審
査
を
定
期
的
に
行

う「
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
」、子
ど
も
の
権

利
条
約
で
の「
代
替
的
養
護
」に
関
す
る
考

え
方
に
つ
い
て
、国
連
総
会
採
択
決
議
で
あ

る「
児
童
の
代
替
的
養
育
に
関
す
る
指
針

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」、2
0
1
9
年
に
行
わ

れ
た
国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
に
よ
る
日

本
の
第
4
回
・
5
回
統
合
定
期
報
告
書
の
審

査
、そ
し
て
こ
ど
も
家
庭
庁
に
よ
り
示
さ
れ

た「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」等
に
つ
い
て
、

子
ど
も
の
権
利
を
基
調
と
し
て
採
択
さ
れ
た

条
約
や
制
度
、指
針
等
の
内
容
や
、そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。最
後
に
は
質
疑
応
答
の
時
間
も
設
け

ら
れ
、社
会
的
養
護
に
つ
い
て
知
見
を
よ
り

深
め
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

基
調
講
演
後
に
は
、6
つ
の
テ
ー
マ
に
分

か
れ
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
と
し
て
、第
1
分
科
会
は「
乳
幼

児
」、第
2
分
科
会
は「
食
育
」、第
3
分
科

会
は「
心
理
」、第
4
分
科
会
は「
人
材
育

成
・
確
保
」
、
第
5
分
科
会
は
「
自
立
支

援
」、第
6
分
科
会
は「
運
営
管
理
」の
6
つ

に
分
か
れ
、各
々
が
希
望
さ
れ
た
テ
ー
マ
の

分
科
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。分
科

会
は
2
日
間
に
分
け
て
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、1
日
目
は
主
に
発

題
、2
日
目
は
討
議
・
意
見
発
表
を
中
心
と

し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。各

令
和
6
年
度 

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
児
童
養
護
施
設
・

　乳
児
院
研
究
協
議
会
愛
知
大
会
の
実
施
に
つ
い
て

▲開会の様子

▲分科会の様子

分
科
会
に
お
い
て
、事
例
の
共
有
や
関
連
課

題
に
つ
い
て
の
討
議
、グ
ル
ー
プ
発
表
を
行

い
、分
科
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は

「
講
義
内
の
グ
ル
ー
プ
発
表
を
通
し
て
、他

の
施
設
や
各
々
の
地
域
の
現
状
や
そ
れ
ぞ
れ

が
抱
え
て
い
る
問
題
点
等
に
つ
い
て
相
談
を

含
め
、話
し
合
い
が
行
え
た
。」「
情
報
交
換

の
で
き
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。」等
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

閉
会
式
は
各
分
科
会
会
場
に
て
、

Z
O
O
M
配
信
に
て
行
い
ま
し
た
。次
期
開

催
県
で
あ
る
岐
阜
県
児
童
福
祉
協
議
会
会

長
横
川
聖
氏
よ
り
挨
拶
の
後
、閉
会
挨
拶
と

し
て
伊
藤
副
大
会
長
よ
り
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

別表2　分科会について

乳幼児 「乳幼児のアドボカシー」

食育 「生活支援の核となる食育」

心理 「社会的養護における心理療法の実践と展開」

人材育成・確保 「『人材の確保・育成・定着』～支え合いの文化の構築～」

自立支援 「児童養護施設における自立支援（リービングケア・アフターケア）とは？」

運営管理 「『意見の最善の利益を考慮する』とは」

分 科 会 　                   テ ー マ

第１分科会

第２分科会

第３分科会

第４分科会

第５分科会

第６分科会

別表1　当日プログラム

福祉の保険 ご案内

ボランティア活動保険
●ボランティア活動中のケガを補償（傷害事故）
●活動中に人にケガをさせてしまった時や人の
物を壊してしまった事故を補償（賠償事故）

福祉ふれあい活動総合補償

保険の内容については、本会ホームページ－福祉の保険－をご覧ください

「ボランティア活動保険」「ボランティア行事用保険」の加入手続き・お問い合わせは、
お住まい又は活動場所の市区町村社会福祉協議会へ
「福祉ふれあい活動総合補償」「社会福祉法人役員賠償責任保険」の加入手続き・お問い合わせは、
取扱代理店ニュータスへ

取扱代理店

引受保険会社 三井住友海上火災保険（株） TEL.０５２-２２３-４１７２

㈱ニュータス TEL.０１２０-２５８-５１７

●在宅福祉サービス従事者の活動中の事故、
移送サービス中の交通事故や搭乗中のケ
ガ、デイサービス利用者のケガを補償

役員賠償責任保険
●第三者からの訴訟・法人からの訴訟による社会
福祉法人の役員の業務遂行に関する賠償リスク
を補償

ボランティア行事用保険
●社協やボランティア活動を推進している民間
団体が主催の行事中のケガや賠償事故を補償

◆第１日目　６月２７日（木）

分
科
会

（
発

題
）

移動
休憩

基 調
講 演

休憩行 政
説 明

開会式
受

付

12：00 13：00 13：30 14：20 14：30 15：30 15：50 18：00

◆第２日目　６月２８日（金）

閉会式
分 科 会
（討 議）

受

付

9：00 9：30 11：30 11：45
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愛
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、市
内
に
4

箇
所
の
障
が
い
者
就
労
支
援
施
設「
愛
西
の

里
」と
3
箇
所
4
棟
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
あ
い
さ
い
の
家
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。

「
愛
西
の
里
」は
、愛
西
市
が
合
併
す
る

前
の
4
町
村
で
公
立
の
施
設
と
し
て
設
立
さ

れ
た
福
祉
作
業
所
を
、平
成
23
年
に
社
協
が

一
体
的
に
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
愛
西
の
里
」は
、そ
の
人
ら
し
く
い
き
い
き

と
安
心
し
て
過
ご
せ
る
施
設
を
目
指
し
、そ

れ
ぞ
れ
4
施
設
が
均
一
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

特
色
あ
る
活
動
を
心
が
け
て
運
営
し
て
い
ま

す
。「

愛
西
の
里
」の
利
用
者
と
ご
家
族
に

ニ
ー
ズ
調
査
を
す
る
中
で
、親
な
き
あ
と
の

生
活
の
不
安
と
し
て
、将
来
的
に
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
入
り
た
い
と
い
う
希
望
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。当
時
、市
内
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

は
あ
り
ま
し
た
が
、民
営
の
法
人
が
自
前
で

設
立
す
る
も
の
ば
か
り
で
、愛
西
の
里
へ

通
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
利
用
者
が
入
れ
る

ホ
ー
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
べ
く
検
討
を
重
ね
、平
成
25
年
11

月
に
1
箇
所
目
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
所

し
ま
し
た
。入
所
者
の
選
考
に
あ
た
っ
て
は

市
内
在
住
の
障
が
い
者
と
い
う
こ
と
で
広
く

公
募
を
し
ま
し
た
。そ
の
後
、令
和
2
年
5

月
に
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
併
設
の
2
箇
所
目

を
開
所
し
ま
し
た
。

市
内
の
通
所
・
入
所
等
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、今

で
は
障
が
い
を
持
っ
た
方
が
多
く
の
選
択
肢

か
ら
自
分
で
サ
ー
ビ
ス
を
選
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
お
い
て
も
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
、よ
り
刺
激
が
す
く

な
く
少
人
数
で
落
ち
着
い
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
配
慮
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
3
箇
所

目
と
し
て
令
和
6
年
5
月
に
開
所
し
ま
し

た
。既
存
住
宅
を
改
修
し
た
ホ
ー
ム
で
す

が
、利
用
者
の
障
害
特
性
に
配
慮
し
、風
呂
、

ト
イ
レ
付
き
の
居
室
を
1
室
設
け
て
い
ま

す
。愛

西
の
里
の
前
身
と
な
る
通
所
作
業
所
が

開
所
し
て
か
ら
約
50
年
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

開
所
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
、利
用
者
に
つ

い
て
は
高
齢
化
や
障
が
い
の
重
度
化
と
い
っ

た
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、ま
た
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
刻
々
と
変
わ
る
地
域

ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
な
が
ら
、誰
も
が
そ
の

人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
と
な
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

▲節分行事で飾り制作の様子

▲自主製品を地元JAさんで販売

▲グループホームの様子

『
愛
西
の
里
』『
あ
い
さ
い
の
家
』

〜
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
へ
〜

愛
西
市
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、所
得
の
少
な
い

世
帯
、障
害
者
や
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
の

い
る
世
帯
の
生
活
の
安
定
と
経
済
的
自
立
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、資
金
の
貸
付
と
必
要

な
相
談
支
援
を
行
う
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、世
帯

の
自
立
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。社
会
福
祉

協
議
会
以
外
に
も
民
生
委
員
や
自
立
相
談
支

援
機
関
、福
祉
事
務
所
等
の
他
機
関
と
連
携

し
て
生
活
の
安
定
と
自
立
が
図
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
の
１
つ
で
あ
る「
緊
急
小
口

資
金
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。緊
急
小
口

資
金
は
、制
度
要
綱
に
定
め
ら
れ
た
次
の
理

由
に
よ
り
、緊
急
か
つ
一
時
的
に
生
計
の
維
持

が
困
難
と
な
っ
た
世
帯
へ
1
0
万
円
を
限
度

に
貸
付
け
る
制
度
で
す
。

貸
付
対
象
理
由

（1）
医
療
費
又
は
介
護
費
の
支
払
等
臨
時
の

生
活
費
が
必
要
な
と
き

（2）
火
災
等
の
被
災
に
よ
っ
て
生
活
費
が
必
要

な
と
き

（3）
年
金
、保
険
、公
的
給
付
等
の
支
給
開
始

ま
で
に
生
活
費
が
必
要
な
と
き

（4）
会
社
か
ら
の
解
雇
、休
業
等
に
よ
る
収
入

減
の
た
め
生
活
費
が
必
要
な
と
き

（5）
滞
納
し
て
い
た
税
金
、国
民
健
康
保
険

料
、年
金
保
険
料
の
支
払
い
に
よ
り
支
出

が
増
加
し
た
と
き

（6）
公
共
料
金
の
滞
納
に
よ
り
日
常
生
活
に
支

障
が
生
じ
る
と
き

（7）
法
に
基
づ
く
支
援
や
実
施
機
関
及
び
関

係
機
関
か
ら
の
継
続
的
な
支
援
を
受
け
る

た
め
に
経
費
が
必
要
な
と
き

（8）
給
与
等
の
盗
難
に
よ
っ
て
生
活
費
が
必
要

な
と
き

（9）
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
等
の
や
む
を
得
な
い

事
由
が
あ
っ
て
、緊
急
性
、必
要
性
が
高

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

緊
急
小
口
資
金
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
福

祉
資
金
貸
付
制
度
の
各
資
金
の
お
申
込
み

は
、お
住
い
の
市
区
町
村
の
社
会
福
祉
協
議

会
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。貸
付
内
容
や
条

件
、お
申
込
み
の
際
に
必
要
な
書
類
等
に
つ

い
て
は
、愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
下
記
U
R
L
）か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、お
困
り
の
際
に

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度「
緊
急
小
口
資
金
」の
ご
案
内

http://www.aichi-fukushi.or.jp/intoro/minsei/kikin_gaiyo.html

相談・貸付～返済（償還）までの流れ

最
短
で
も
5
日（
営
業
日
）か
か
り
ま
す

上記は自立相談支援機関との標準的な連携パターンを掲載したものです。
生活再建までの間、自立相談支援機関と必要に応じた連携を行います。

⑧ 返 済（ 償 還 ） 原則として毎月1回、金融機関からの口座引落し、または払込
票による返済となります。
返済が完了するまでの間、社会福祉協議会が相談支援いたしま
す。住所・氏名等に変更があった場合や返済が難しくなった等、
お困りの場合はお申込みいただいた社会福祉協議会へ連絡・ご
相談ください。

④ 審 　 　 　 査 愛知県社会福祉協議会が審査を行います。審査中に追加で聞
き取りや書類の提出等のお願いをする場合があります。

③ 申 　 込 　 み 借入申込書・必要書類を窓口である市区町村の社会福祉協議会
に提出してください。その後、市区町村の社会福祉協議会より
愛知県社会福祉協議会に提出されます。

借入理由に応じて必要な書類を揃えてください。必要書類は
借入や世帯の状況により異なります。また、ご相談内容によ
り追加で書類提出をお願いすることがあります。

② 申込書類の準備

① 相 　 　 談 本貸付は「世帯への貸付」という考え方をとっています。ご家
族の状況・収入・負債などの世帯状況について詳しくお聞かせ
ください。
お住まいの市区町村の社会福祉協議会にご相談ください。世
帯全体の状況を把握するために、相談時に書類等をご用意いた
だくことがあります。

貸付の可否について連絡します。審査の結果により、貸付がで
きない場合もあります。不承認の場合、その理由は開示しません。⑤ 貸 付 決 定

⑦ 据 置 期 間 資金交付後、据置期間になり、据置期間終了後から返済が始ま
ります。
※希望があれば、据置期間から返済を開始することも可能です。

返済完了後、借用書を返却いたします。⑨ 返 済 完 了

⑥ 資 金 交 付 審査により貸付が決定した場合は、借受人口座に資金が交付さ
れます。

自
立
相
談
支
援
機
関

相談・つなぎ

連絡

相談・つなぎ

連携

必要に応じて双方
の支援につなぎ、
連携をして支援を
します

自立相談支援機関
を利用されている
場合は、自立相談
支援機関にも、貸
付決定や、返済状
況等の連絡をしま
す。

生
活
支
援
貸
付
・
債
権
管
理
室
だ
よ
り
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愛
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、市
内
に
4

箇
所
の
障
が
い
者
就
労
支
援
施
設「
愛
西
の

里
」と
3
箇
所
4
棟
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
あ
い
さ
い
の
家
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。

「
愛
西
の
里
」は
、愛
西
市
が
合
併
す
る

前
の
4
町
村
で
公
立
の
施
設
と
し
て
設
立
さ

れ
た
福
祉
作
業
所
を
、平
成
23
年
に
社
協
が

一
体
的
に
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
愛
西
の
里
」は
、そ
の
人
ら
し
く
い
き
い
き

と
安
心
し
て
過
ご
せ
る
施
設
を
目
指
し
、そ

れ
ぞ
れ
4
施
設
が
均
一
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

特
色
あ
る
活
動
を
心
が
け
て
運
営
し
て
い
ま

す
。「

愛
西
の
里
」の
利
用
者
と
ご
家
族
に

ニ
ー
ズ
調
査
を
す
る
中
で
、親
な
き
あ
と
の

生
活
の
不
安
と
し
て
、将
来
的
に
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
入
り
た
い
と
い
う
希
望
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。当
時
、市
内
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

は
あ
り
ま
し
た
が
、民
営
の
法
人
が
自
前
で

設
立
す
る
も
の
ば
か
り
で
、愛
西
の
里
へ

通
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
利
用
者
が
入
れ
る

ホ
ー
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
べ
く
検
討
を
重
ね
、平
成
25
年
11

月
に
1
箇
所
目
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
所

し
ま
し
た
。入
所
者
の
選
考
に
あ
た
っ
て
は

市
内
在
住
の
障
が
い
者
と
い
う
こ
と
で
広
く

公
募
を
し
ま
し
た
。そ
の
後
、令
和
2
年
5

月
に
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
併
設
の
2
箇
所
目

を
開
所
し
ま
し
た
。

市
内
の
通
所
・
入
所
等
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、今

で
は
障
が
い
を
持
っ
た
方
が
多
く
の
選
択
肢

か
ら
自
分
で
サ
ー
ビ
ス
を
選
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
お
い
て
も
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
、よ
り
刺
激
が
す
く

な
く
少
人
数
で
落
ち
着
い
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
配
慮
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
3
箇
所

目
と
し
て
令
和
6
年
5
月
に
開
所
し
ま
し

た
。既
存
住
宅
を
改
修
し
た
ホ
ー
ム
で
す

が
、利
用
者
の
障
害
特
性
に
配
慮
し
、風
呂
、

ト
イ
レ
付
き
の
居
室
を
1
室
設
け
て
い
ま

す
。愛

西
の
里
の
前
身
と
な
る
通
所
作
業
所
が

開
所
し
て
か
ら
約
50
年
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

開
所
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
、利
用
者
に
つ

い
て
は
高
齢
化
や
障
が
い
の
重
度
化
と
い
っ

た
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、ま
た
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
刻
々
と
変
わ
る
地
域

ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
な
が
ら
、誰
も
が
そ
の

人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
と
な
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

▲節分行事で飾り制作の様子

▲自主製品を地元JAさんで販売

▲グループホームの様子

『
愛
西
の
里
』『
あ
い
さ
い
の
家
』

〜
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
へ
〜

愛
西
市
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、所
得
の
少
な
い

世
帯
、障
害
者
や
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
の

い
る
世
帯
の
生
活
の
安
定
と
経
済
的
自
立
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、資
金
の
貸
付
と
必
要

な
相
談
支
援
を
行
う
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、世
帯

の
自
立
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。社
会
福
祉

協
議
会
以
外
に
も
民
生
委
員
や
自
立
相
談
支

援
機
関
、福
祉
事
務
所
等
の
他
機
関
と
連
携

し
て
生
活
の
安
定
と
自
立
が
図
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
の
１
つ
で
あ
る「
緊
急
小
口

資
金
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。緊
急
小
口

資
金
は
、制
度
要
綱
に
定
め
ら
れ
た
次
の
理

由
に
よ
り
、緊
急
か
つ
一
時
的
に
生
計
の
維
持

が
困
難
と
な
っ
た
世
帯
へ
1
0
万
円
を
限
度

に
貸
付
け
る
制
度
で
す
。

貸
付
対
象
理
由

（1）
医
療
費
又
は
介
護
費
の
支
払
等
臨
時
の

生
活
費
が
必
要
な
と
き

（2）
火
災
等
の
被
災
に
よ
っ
て
生
活
費
が
必
要

な
と
き

（3）
年
金
、保
険
、公
的
給
付
等
の
支
給
開
始

ま
で
に
生
活
費
が
必
要
な
と
き

（4）
会
社
か
ら
の
解
雇
、休
業
等
に
よ
る
収
入

減
の
た
め
生
活
費
が
必
要
な
と
き

（5）
滞
納
し
て
い
た
税
金
、国
民
健
康
保
険

料
、年
金
保
険
料
の
支
払
い
に
よ
り
支
出

が
増
加
し
た
と
き

（6）
公
共
料
金
の
滞
納
に
よ
り
日
常
生
活
に
支

障
が
生
じ
る
と
き

（7）
法
に
基
づ
く
支
援
や
実
施
機
関
及
び
関

係
機
関
か
ら
の
継
続
的
な
支
援
を
受
け
る

た
め
に
経
費
が
必
要
な
と
き

（8）
給
与
等
の
盗
難
に
よ
っ
て
生
活
費
が
必
要

な
と
き

（9）
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
等
の
や
む
を
得
な
い

事
由
が
あ
っ
て
、緊
急
性
、必
要
性
が
高

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

緊
急
小
口
資
金
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
福

祉
資
金
貸
付
制
度
の
各
資
金
の
お
申
込
み

は
、お
住
い
の
市
区
町
村
の
社
会
福
祉
協
議

会
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。貸
付
内
容
や
条

件
、お
申
込
み
の
際
に
必
要
な
書
類
等
に
つ

い
て
は
、愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
下
記
U
R
L
）か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、お
困
り
の
際
に

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度「
緊
急
小
口
資
金
」の
ご
案
内

http://www.aichi-fukushi.or.jp/intoro/minsei/kikin_gaiyo.html

相談・貸付～返済（償還）までの流れ

最
短
で
も
5
日（
営
業
日
）か
か
り
ま
す

上記は自立相談支援機関との標準的な連携パターンを掲載したものです。
生活再建までの間、自立相談支援機関と必要に応じた連携を行います。

⑧ 返 済（ 償 還 ） 原則として毎月1回、金融機関からの口座引落し、または払込
票による返済となります。
返済が完了するまでの間、社会福祉協議会が相談支援いたしま
す。住所・氏名等に変更があった場合や返済が難しくなった等、
お困りの場合はお申込みいただいた社会福祉協議会へ連絡・ご
相談ください。

④ 審 　 　 　 査 愛知県社会福祉協議会が審査を行います。審査中に追加で聞
き取りや書類の提出等のお願いをする場合があります。

③ 申 　 込 　 み 借入申込書・必要書類を窓口である市区町村の社会福祉協議会
に提出してください。その後、市区町村の社会福祉協議会より
愛知県社会福祉協議会に提出されます。

借入理由に応じて必要な書類を揃えてください。必要書類は
借入や世帯の状況により異なります。また、ご相談内容によ
り追加で書類提出をお願いすることがあります。

② 申込書類の準備

① 相 　 　 談 本貸付は「世帯への貸付」という考え方をとっています。ご家
族の状況・収入・負債などの世帯状況について詳しくお聞かせ
ください。
お住まいの市区町村の社会福祉協議会にご相談ください。世
帯全体の状況を把握するために、相談時に書類等をご用意いた
だくことがあります。

貸付の可否について連絡します。審査の結果により、貸付がで
きない場合もあります。不承認の場合、その理由は開示しません。⑤ 貸 付 決 定

⑦ 据 置 期 間 資金交付後、据置期間になり、据置期間終了後から返済が始ま
ります。
※希望があれば、据置期間から返済を開始することも可能です。

返済完了後、借用書を返却いたします。⑨ 返 済 完 了

⑥ 資 金 交 付 審査により貸付が決定した場合は、借受人口座に資金が交付さ
れます。

自
立
相
談
支
援
機
関

相談・つなぎ

連絡

相談・つなぎ

連携

必要に応じて双方
の支援につなぎ、
連携をして支援を
します

自立相談支援機関
を利用されている
場合は、自立相談
支援機関にも、貸
付決定や、返済状
況等の連絡をしま
す。

生
活
支
援
貸
付
・
債
権
管
理
室
だ
よ
り
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愛
厚
ホ
ー
ム
佐
屋
苑
は
、
愛
知
県
の

西
部
、木
曽
川
を
挟
み
岐
阜
県
、三
重
県
に

隣
接
す
る
愛
西
市
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

木
曽
川
、長
良
川
、揖
斐
川
の
木
曽
三
川

の
堤
防
を
囲
っ
た「
輪
中
」と
い
う
、海
抜

０
メ
ー
ト
ル
以
下
の
地
域
と
同
様
に
、木
曽

三
川
下
流
域
は
、海
抜
０
メ
ー
ト
ル
以
下
の

地
帯
が
広
が
っ
て
お
り
、愛
西
市
も
同
様

で
す
。

佐
屋
苑
は
、社
会
福
祉
法
人
愛
知
県
厚
生

事
業
団
が
、昭
和
５１
年
５
月
に
愛
知
県
の

委
託
施
設
と
し
て「
老
人
ホ
ー
ム
佐
屋
寮
」

と
し
て
事
業
を
開
始
し
、平
成
14
年
度
に
愛
知

県
か
ら
施
設
の
移
譲
を
受
け
、施
設
名
称
を

「
愛
厚
ホ
ー
ム
佐
屋
苑
」に
変
更
し
ま
し
た
。

開
所
後
40
年
以
上
経
過
し
、設
備
等
の
老

朽
化
が
顕
著
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、令
和
４

年
８
月
に
全
面
改
築
し
ま
し
た
。多
床
室
92

床
、従
来
型
個
室
８
床
、短
期
入
所
５
名
の

定
員
１
０
５
名
と
、改
築
前
の
定
員
と
変
更

は
な
い
も
の
の
、建
替
前
の
平
屋
構
造
か
ら

２
階
建
て
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
延
床
面
積

が
約
２
倍
と
な
り
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間

が
確
保
出
来
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

先
ほ
ど
施
設
の
立
地
に
関
し
て
紹
介
し
た

と
お
り
、立
地
場
所
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

浸
水
が
予
想
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
た
め
、

過
去
の
伊
勢
湾
台
風
や
近
年
の
土
砂
災
害

に
よ
る
高
齢
者
施
設
に
お
け
る
利
用
者
避
難

な
ど
、万
が
一
の
場
合
に
お
い
て
避
難
を
す

る
こ
と
な
く
安
心
し
て
生
活
し
続
け
る
よ
う

に
、改
築
計
画
時
か
ら
ご
利
用
者
の
居
住
空

間
を
検
討
し
た
結
果
、居
住
空
間
を
２
階
と

し
、隣
接
す
る
愛
知
県
の
防
災
拠
点
と
施
設

を
ス
ロ
ー
プ
で
接
続
す
る
な
ど
、利
用
者

避
難
及
び
地
域
避
難
へ
の
協
力
な
ど
施
設
の

特
性
を
生
か
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、改
築
に
伴
い
、ご
利
用
者
が
ベ
ッ
ド

か
ら
起
床
、離
床
、転
倒
等
し
た
場
合
や

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
ボ
タ
ン
を
押
し
た
際
に
、

職
員
が
携
帯
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

通
知
や
連
絡
が
入
り
、現
在
の
ご
利
用
者
の

状
況
が
動
画
で
確
認
で
き
る「
利
用
者
の

見
守
り
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
ま
し
た
。

運
用
開
始
か
ら
約
２
年
経
過
し
、職
員
か

ら
の
評
価
も
上
々
で
、ご
利
用
者
が
ベ
ッ
ド

か
ら
転
落
し
た
場
合
な
ど
の
事
故
ケ
ー
ス
に

お
い
て
、従
来
で
は
状
況
判
断
か
ら
の
改
善

が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
案
も
、

映
像
記
録
を
も
と
に
、具
体
的
な
改
善
が

で
き
る
こ
と
と
な
り
、ご
利
用
者
に
あ
っ
た

介
助
方
法
を
多
職
種
で
検
討
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
、ご
利
用
者
が
安
全
、

安
心
な
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で

な
く
、介
護
職
員
の
業
務
負
担
を
減
ら
し
、

働
き
や
す
い
環
境
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。今

後
も
、災
害
時
に
お
い
て
も
、普
段
の

生
活
に
お
い
て
も
、ご
利
用
者
の
安
心
、

安
全
な
居
住
空
間
と
職
員
の
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
向
上
に
努
め
、よ
り
よ
い
施
設

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛
知
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

※
1
は
、令
和
６
年
６
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で

の
７
日
間
に
わ
た
り
、栄
地
下
街「
ま
ち
の

た
ね
※
2
」に
お
い
て
、「
ま
な
び
・
は
ぐ
ぐ
み
・

お
う
ち
・
ほ
い
く
・
は
た
ら
く
」を
テ
ー
マ

に
、愛
知
県
の
保
育
紹
介
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

保
育
人
材
の
参
入
を
促
進
す
る
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
、愛
知
県
、Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
の
協
力
に
よ
り
取
り
組
ん
だ「
ま
ち
の

た
ね
」イ
ベ
ン
ト
。触
っ
て
体
験
で
き
る

て
る
て
る
坊
主
づ
く
り
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、保
育
現
場
の
動
画
上
映
や
保
育
士

養
成
施
設
の
紹
介
な
ど
の
展
示
物
は
、

ほ
ぼ
、保
保
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

た
ち
の
手
作
り
で
す
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

皆
、元
保
育
士
で
す
か
ら
ね
。手
作
り
は

お
手
の
物
で
す
よ
〜
！

立
ち
寄
っ
た
方
々
の
中
に
は
、会
場
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
た
あ
っ
た
か
い
雰
囲
気
に
、

「
子
ど
も
と
保
育
の
元
気
で
、梅
雨
の
鬱
陶

し
さ
を
忘
れ
そ
う
！
」と
、優
し
く
ほ
ほ

笑
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
も
。

こ
ど
も
を
ま
ん
中
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

夢
が
膨
ら
む
一
週
間
で
し
た
。

※
1
｢愛
知
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
｣（
通
称「
保
保
セ
ン
タ
ー
」）

質
の
高
い
保
育
人
材
を
安
定
的
に
確
保

で
き
る
よ
う
、就
労
し
て
い
な
い
潜
在
保
育

士
の
再
就
職
支
援
及
び
保
育
所
に
お
け
る

潜
在
保
育
士
の
活
用
支
援
等
に
係
る
専
任

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
設
置
し
、市
町
村
に
お
け
る
保
育
士

の
確
保
を
円
滑
に
進
め
る
と
と
も
に
保
育

体
制
の
整
備
に
寄
与
す
る
。

〈
事
務
局
〉

社
会
福
祉
法
人
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
　
人
材
確
保
グ
ル
ー
プ

※
2
｢ま
ち
の
た
ね
｣

「
地
域
経
済
活
性
化
」、「
栄
地
下
街
の

魅
力
向
上
」を
目
的
と
し
て
、日
本
全
国
の

ま
ち
の
魅
力
を
発
信
し
、「
知
る
・
感
じ
る
・

触
れ
る
」
き
っ
か
け
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
、

展
示
・
物
販
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行
う 

〝
ひ
と
〞 

と 

〝
ま
ち
〞 

の
マ
ッ
チ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
。

〈
運
営
事
務
局
〉

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構（
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
）中
部
支
社

株
式
会
社
Ｕ
Ｒ
リ
ン
ケ
ー
ジ
中
部
支
社

ほ  

ほ

社
会
福
祉
法
人
愛
知
県
厚
生
事
業
団 

愛
厚
ホ
ー
ム
佐
屋
苑

ご
利
用
者
と
職
員
が
安
心
し
て
生
活
、働
け
る
環
境
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

苑
長
　
近
藤
　
一
臣

施
設

紹
介

夜はホテルのような雰
囲気を醸し出していま

す。
夜はホテルのような雰

囲気を醸し出していま
す。

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜
き
っ
と
み
つ
か
る
！
あ
な
た
の
保
育
〜
　保
保
セ
ン
タ
ー
、栄
地
下
街「
ま
ち
の
た
ね
」に
参
上
！
！
！
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

多床室は壁を最大限利用し、
個室に近い環境を提供しています。

緑の田園風景に調和した建物になっています。

交流スペースは吹抜けとなっており、
開放感のある場所となっています。

いつも元気な
コーディネーター

準備中のまちのたね会場
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愛
厚
ホ
ー
ム
佐
屋
苑
は
、
愛
知
県
の

西
部
、木
曽
川
を
挟
み
岐
阜
県
、三
重
県
に

隣
接
す
る
愛
西
市
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

木
曽
川
、長
良
川
、揖
斐
川
の
木
曽
三
川

の
堤
防
を
囲
っ
た「
輪
中
」と
い
う
、海
抜

０
メ
ー
ト
ル
以
下
の
地
域
と
同
様
に
、木
曽

三
川
下
流
域
は
、海
抜
０
メ
ー
ト
ル
以
下
の

地
帯
が
広
が
っ
て
お
り
、愛
西
市
も
同
様

で
す
。

佐
屋
苑
は
、社
会
福
祉
法
人
愛
知
県
厚
生

事
業
団
が
、昭
和
５１
年
５
月
に
愛
知
県
の

委
託
施
設
と
し
て「
老
人
ホ
ー
ム
佐
屋
寮
」

と
し
て
事
業
を
開
始
し
、平
成
14
年
度
に
愛
知

県
か
ら
施
設
の
移
譲
を
受
け
、施
設
名
称
を

「
愛
厚
ホ
ー
ム
佐
屋
苑
」に
変
更
し
ま
し
た
。

開
所
後
40
年
以
上
経
過
し
、設
備
等
の
老

朽
化
が
顕
著
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、令
和
４

年
８
月
に
全
面
改
築
し
ま
し
た
。多
床
室
92

床
、従
来
型
個
室
８
床
、短
期
入
所
５
名
の

定
員
１
０
５
名
と
、改
築
前
の
定
員
と
変
更

は
な
い
も
の
の
、建
替
前
の
平
屋
構
造
か
ら

２
階
建
て
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
延
床
面
積

が
約
２
倍
と
な
り
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間

が
確
保
出
来
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

先
ほ
ど
施
設
の
立
地
に
関
し
て
紹
介
し
た

と
お
り
、立
地
場
所
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

浸
水
が
予
想
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
た
め
、

過
去
の
伊
勢
湾
台
風
や
近
年
の
土
砂
災
害

に
よ
る
高
齢
者
施
設
に
お
け
る
利
用
者
避
難

な
ど
、万
が
一
の
場
合
に
お
い
て
避
難
を
す

る
こ
と
な
く
安
心
し
て
生
活
し
続
け
る
よ
う

に
、改
築
計
画
時
か
ら
ご
利
用
者
の
居
住
空

間
を
検
討
し
た
結
果
、居
住
空
間
を
２
階
と

し
、隣
接
す
る
愛
知
県
の
防
災
拠
点
と
施
設

を
ス
ロ
ー
プ
で
接
続
す
る
な
ど
、利
用
者

避
難
及
び
地
域
避
難
へ
の
協
力
な
ど
施
設
の

特
性
を
生
か
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、改
築
に
伴
い
、ご
利
用
者
が
ベ
ッ
ド

か
ら
起
床
、離
床
、転
倒
等
し
た
場
合
や

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
ボ
タ
ン
を
押
し
た
際
に
、

職
員
が
携
帯
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

通
知
や
連
絡
が
入
り
、現
在
の
ご
利
用
者
の

状
況
が
動
画
で
確
認
で
き
る「
利
用
者
の

見
守
り
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
ま
し
た
。

運
用
開
始
か
ら
約
２
年
経
過
し
、職
員
か

ら
の
評
価
も
上
々
で
、ご
利
用
者
が
ベ
ッ
ド

か
ら
転
落
し
た
場
合
な
ど
の
事
故
ケ
ー
ス
に

お
い
て
、従
来
で
は
状
況
判
断
か
ら
の
改
善

が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
案
も
、

映
像
記
録
を
も
と
に
、具
体
的
な
改
善
が

で
き
る
こ
と
と
な
り
、ご
利
用
者
に
あ
っ
た

介
助
方
法
を
多
職
種
で
検
討
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
、ご
利
用
者
が
安
全
、

安
心
な
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で

な
く
、介
護
職
員
の
業
務
負
担
を
減
ら
し
、

働
き
や
す
い
環
境
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。今

後
も
、災
害
時
に
お
い
て
も
、普
段
の

生
活
に
お
い
て
も
、ご
利
用
者
の
安
心
、

安
全
な
居
住
空
間
と
職
員
の
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
向
上
に
努
め
、よ
り
よ
い
施
設

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛
知
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

※
1
は
、令
和
６
年
６
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で

の
７
日
間
に
わ
た
り
、栄
地
下
街「
ま
ち
の

た
ね
※
2
」に
お
い
て
、「
ま
な
び
・
は
ぐ
ぐ
み
・

お
う
ち
・
ほ
い
く
・
は
た
ら
く
」を
テ
ー
マ

に
、愛
知
県
の
保
育
紹
介
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

保
育
人
材
の
参
入
を
促
進
す
る
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
、愛
知
県
、Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
の
協
力
に
よ
り
取
り
組
ん
だ「
ま
ち
の

た
ね
」イ
ベ
ン
ト
。触
っ
て
体
験
で
き
る

て
る
て
る
坊
主
づ
く
り
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、保
育
現
場
の
動
画
上
映
や
保
育
士

養
成
施
設
の
紹
介
な
ど
の
展
示
物
は
、

ほ
ぼ
、保
保
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

た
ち
の
手
作
り
で
す
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

皆
、元
保
育
士
で
す
か
ら
ね
。手
作
り
は

お
手
の
物
で
す
よ
〜
！

立
ち
寄
っ
た
方
々
の
中
に
は
、会
場
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
た
あ
っ
た
か
い
雰
囲
気
に
、

「
子
ど
も
と
保
育
の
元
気
で
、梅
雨
の
鬱
陶

し
さ
を
忘
れ
そ
う
！
」と
、優
し
く
ほ
ほ

笑
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
も
。

こ
ど
も
を
ま
ん
中
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

夢
が
膨
ら
む
一
週
間
で
し
た
。

※
1
｢愛
知
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
｣（
通
称「
保
保
セ
ン
タ
ー
」）

質
の
高
い
保
育
人
材
を
安
定
的
に
確
保

で
き
る
よ
う
、就
労
し
て
い
な
い
潜
在
保
育

士
の
再
就
職
支
援
及
び
保
育
所
に
お
け
る

潜
在
保
育
士
の
活
用
支
援
等
に
係
る
専
任

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
設
置
し
、市
町
村
に
お
け
る
保
育
士

の
確
保
を
円
滑
に
進
め
る
と
と
も
に
保
育

体
制
の
整
備
に
寄
与
す
る
。

〈
事
務
局
〉

社
会
福
祉
法
人
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
　
人
材
確
保
グ
ル
ー
プ

※
2
｢ま
ち
の
た
ね
｣

「
地
域
経
済
活
性
化
」、「
栄
地
下
街
の

魅
力
向
上
」を
目
的
と
し
て
、日
本
全
国
の

ま
ち
の
魅
力
を
発
信
し
、「
知
る
・
感
じ
る
・

触
れ
る
」
き
っ
か
け
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
、

展
示
・
物
販
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行
う 

〝
ひ
と
〞 

と 

〝
ま
ち
〞 

の
マ
ッ
チ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
。

〈
運
営
事
務
局
〉

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構（
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
）中
部
支
社

株
式
会
社
Ｕ
Ｒ
リ
ン
ケ
ー
ジ
中
部
支
社

ほ  

ほ

社
会
福
祉
法
人
愛
知
県
厚
生
事
業
団 

愛
厚
ホ
ー
ム
佐
屋
苑

ご
利
用
者
と
職
員
が
安
心
し
て
生
活
、働
け
る
環
境
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

苑
長
　
近
藤
　
一
臣

施
設

紹
介

夜はホテルのような雰
囲気を醸し出していま

す。
夜はホテルのような雰

囲気を醸し出していま
す。

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜
き
っ
と
み
つ
か
る
！
あ
な
た
の
保
育
〜
　保
保
セ
ン
タ
ー
、栄
地
下
街「
ま
ち
の
た
ね
」に
参
上
！
！
！
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

多床室は壁を最大限利用し、
個室に近い環境を提供しています。

緑の田園風景に調和した建物になっています。

交流スペースは吹抜けとなっており、
開放感のある場所となっています。

いつも元気な
コーディネーター

準備中のまちのたね会場
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「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る「
全
国
健
康
福
祉
祭
」は
、６０
歳
以
上

の
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や

卓
球
、テ
ニ
ス
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技

や
音
楽
文
化
祭
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た
ち
が
楽
し
め
る

総
合
的
な
祭
典
で
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、高
齢
者
を
中
心
と

す
る
国
民
の
健
康
の
保
持
・
増
進
、社
会
参

加
、生
き
が
い
の
高
揚
等
を
図
り
、ふ
れ
あ

い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
の
形
成
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、厚
生
省（
現
:厚

生
労
働
省
）創
立
５０
周
年
を
記
念
し
て
昭
和

６３（
１
９
８
８
）年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
鳥
取
県
、令
和
７
年
度
は

岐
阜
県
で
開
催
予
定
で
す
。

今
回
は
、来
年
の
岐
阜
大
会
の
マ
ラ
ソ
ン

交
流
大
会
と
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会
に

派
遣
す
る
選
手
を
選
考
し
ま
す
。

　

【
選
手
選
考
会
の
内
容
】

マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会（
80
人
募
集
）　
　

　 

・
い
の
ち
の
池
３
周
コ
ー
ス

　（
約
３
．５
キ
ロ
）

 

・
い
の
ち
の
池
５
周
コ
ー
ス

　（
約
５
．８
キ
ロ
）

◆
３
周
コ
ー
ス
上
位
者（
70
歳
以
上
優
先
）

　
　
　
　
↓
ね
ん
り
ん
３
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◆
５
周
コ
ー
ス
上
位
者

　
　
　
↓
ね
ん
り
ん
10
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◆
５
周
コ
ー
ス
次
位
者

　
　
　
↓
ね
ん
り
ん
５
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◇
参
加
対
象
:愛
知
県
在
住（
名
古
屋
市

　
　
以
外
）で
令
和
8
年
４
月
１
日
時
点
で

　
　
60
歳
以
上
で
あ
る
人
。ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　
　
は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２
4
に
マ
ラ
ソ
ン

　
　
選
手
と
し
て
参
加
さ
れ
る
方
を
除
く
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会（
20
チ
ー
ム
募
集
）

◇
参
加
対
象
:１
チ
ー
ム
５
人
で
、全
員
が

愛
知
県
在
住（
名
古
屋
市
以
外
）で
、

令
和
8
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以

上
で
あ
る
人
。

日
時

令
和
6
年
10
月
5
日（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

あ
い
ち
健
康
の
森
公
園
大
芝
生
広
場

　（
大
府
市
・
知
多
郡
東
浦
町
）

　（
知
多
バ
ス
で
J
R
大
府
駅
西
口

　 

乗
車
約
12
分
、あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ

　
　
　
下
車
）

参
加
費
　無
料

令
和
６
年
度
の
愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
は
、県
内
各
地
で
行
わ
れ
、ボ
ウ
リ
ン

グ
を
皮
切
り
に
、陸
上
お
よ
び
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
、水
泳
お
よ
び
卓
球
、卓
球（
サ
ウ

ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
）の
各
競
技
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
一
層

の
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、社
会
の
障
害
者

に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、障
害
者
の

自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
お
い
て
も
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を

支
え
る
愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協

議
会
、企
業
、各
市
社
会
福
祉
協
議
会
、日
本

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
指
導
員
資
格
認
定
校
を

始
め
と
し
た
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

か
ら
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、全
競
技

を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

陸
上
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
及
び
、

水
泳
・
卓
球
競
技
で
は
、ホ
ス
ト
と
な
る
市
、

市
議
会
及
び
各
障
害
者
福
祉
団
体
を
始
め

と
し
た
、多
く
の
来
賓
の
皆
様
か
ら
、選
手

の
皆
様
に
温
か
い
激
励
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
、4
月
28
日（
日
）に

は
、大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
が
、ご
多
忙
の

中
、豊
田
市
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
ま
で

駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、選
手
の
皆
様
の

健
闘
を
称
え
、直
接
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
に
は
、県
内
各
地
か
ら
総
勢
9
0
0

人
を
超
え
る
選
手
が
参
加
し
、各
競
技
で
は

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

明
る
く
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、全
競
技
に
お
い
て
、今
年
度
佐
賀

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
、第
23
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会「
S
A
G
A
2
0
2
4
」の

個
人
競
技
選
手
選
考
会
も
同
時
に
開
催
し
、

全
国
の
舞
台
で
の
活
躍
を
目
指
す
各
市
町

村
、特
別
支
援
学
校
、関
連
施
設
か
ら
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
約
3
0
0
人
の
選
手
が
、大
会

出
場
を
目
指
し
、真
剣
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま

し
た
。

大
会
開
会
式
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
来
賓
の
皆
様
、そ
し
て
大
会
開
催
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、多
く

の
温
か
い
ご
声
援
と
そ
れ
に
応
え
た
選
手
の

全
力
プ
レ
ー
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

来
年
度
の
皆
様
の
ご
参
加
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

■ボウリング

■水泳・卓球開会式

■陸上・フライングディスク開会式

■陸上

■フライングディスク

■サウンドテーブルテニス

■水泳

■卓球

●
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２
５
　
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会
の
選
手
選
考
会 

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

■ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４選手選考会の様子

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

競技名

ボウリング

陸上・フライングディスク

水泳・卓球（一般卓球）

卓球（サウンドテーブルテニス）

名古屋グランドボウル

豊田市運動公園陸上競技場

清須市清洲勤労福祉会館
（アルコ清州）

岡崎市こども発達センター体育館

４月１３日（土）

４月２７日（土）
４月２８日（日）

５月１１日（土）

５月１９日（日）

開催日 会　場

令和６年度愛知県障害者スポーツ大会　開催競技一覧
（第23回全国障害者スポーツ大会「SAGA2024」個人競技選手選考会と同時開催）　
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「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る「
全
国
健
康
福
祉
祭
」は
、６０
歳
以
上

の
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や

卓
球
、テ
ニ
ス
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技

や
音
楽
文
化
祭
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た
ち
が
楽
し
め
る

総
合
的
な
祭
典
で
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、高
齢
者
を
中
心
と

す
る
国
民
の
健
康
の
保
持
・
増
進
、社
会
参

加
、生
き
が
い
の
高
揚
等
を
図
り
、ふ
れ
あ

い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
の
形
成
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、厚
生
省（
現
:厚

生
労
働
省
）創
立
５０
周
年
を
記
念
し
て
昭
和

６３（
１
９
８
８
）年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
鳥
取
県
、令
和
７
年
度
は

岐
阜
県
で
開
催
予
定
で
す
。

今
回
は
、来
年
の
岐
阜
大
会
の
マ
ラ
ソ
ン

交
流
大
会
と
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会
に

派
遣
す
る
選
手
を
選
考
し
ま
す
。

　

【
選
手
選
考
会
の
内
容
】

マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会（
80
人
募
集
）　
　

　 

・
い
の
ち
の
池
３
周
コ
ー
ス

　（
約
３
．５
キ
ロ
）

 

・
い
の
ち
の
池
５
周
コ
ー
ス

　（
約
５
．８
キ
ロ
）

◆
３
周
コ
ー
ス
上
位
者（
70
歳
以
上
優
先
）

　
　
　
　
↓
ね
ん
り
ん
３
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◆
５
周
コ
ー
ス
上
位
者

　
　
　
↓
ね
ん
り
ん
10
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◆
５
周
コ
ー
ス
次
位
者

　
　
　
↓
ね
ん
り
ん
５
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◇
参
加
対
象
:愛
知
県
在
住（
名
古
屋
市

　
　
以
外
）で
令
和
8
年
４
月
１
日
時
点
で

　
　
60
歳
以
上
で
あ
る
人
。ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　
　
は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２
4
に
マ
ラ
ソ
ン

　
　
選
手
と
し
て
参
加
さ
れ
る
方
を
除
く
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会（
20
チ
ー
ム
募
集
）

◇
参
加
対
象
:１
チ
ー
ム
５
人
で
、全
員
が

愛
知
県
在
住（
名
古
屋
市
以
外
）で
、

令
和
8
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以

上
で
あ
る
人
。

日
時

令
和
6
年
10
月
5
日（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

あ
い
ち
健
康
の
森
公
園
大
芝
生
広
場

　（
大
府
市
・
知
多
郡
東
浦
町
）

　（
知
多
バ
ス
で
J
R
大
府
駅
西
口

　 

乗
車
約
12
分
、あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ

　
　
　
下
車
）

参
加
費
　無
料

令
和
６
年
度
の
愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
は
、県
内
各
地
で
行
わ
れ
、ボ
ウ
リ
ン

グ
を
皮
切
り
に
、陸
上
お
よ
び
フ
ラ
イ
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ク
、水
泳
お
よ
び
卓
球
、卓
球（
サ
ウ

ン
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ブ
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テ
ニ
ス
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競
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熱
戦
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繰
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ま
し
た
。
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ス
ポ
ー
ツ
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層
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図
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障
害
者
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深
め
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害
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社
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加
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て
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催
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。
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害
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ス
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を

支
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知
県
障
害
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ポ
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ツ
指
導
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協

議
会
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業
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市
社
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福
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協
議
会
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本

パ
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ス
ポ
ー
ツ
協
会
指
導
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た
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9
0
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習
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。
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０
２
５
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水泳・卓球（一般卓球）
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開催日 会　場

令和６年度愛知県障害者スポーツ大会　開催競技一覧
（第23回全国障害者スポーツ大会「SAGA2024」個人競技選手選考会と同時開催）　
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愛知県共同募金会だより

令和5年度 あいちの赤い羽根募金の活用状況

共同募金の使いみちが調べられます。　http://www.aichi-akaihane.or.jp

みなさまのご協力が地域の福祉を支えます

寄付金はこのように活かされています

789,650,698円
一般募金  660,119,088円 歳末募金 129,531,610円

令和5年度共同募金実績額

岡谷鋼機株式会社では、令和6年7月26日（金）に、愛知県芸術劇場コンサートホールにおいて、社会貢献活動の一
環として、「OKAYA チャリティーコンサート 2024」が開催されました。
コンサートの入場料収入全額と、同社からのマッチングギフト方式により愛知県共同募金会へ360万円をご寄付い
ただきました。
お寄せいただいた寄付金は、地域の社会福祉向上のために役立た

せていただきます。　岡谷鋼機株式会社様をはじめ、ご来場の皆様、
誠にありがとうございました。
「マッチングギフト」って？
企業などが社会貢献を
目的として寄付を募る
際、寄せられた金額に
対して企業側が一定比
率の額を上乗せして寄
付することです。

チケット代
1,000円

岡谷鋼機様
からの寄付
1,000円

共同募金
への寄付
2,000円＋ ＝ ■「愛知県共同募金会 川地常務理事」（右）から

  「OKAYA CHARITY CONCERT 2024田中プロジェ
   クトリーダー」（左）へ中央共同募金会長感謝楯の贈呈

395,737,373円（40％）

178,135,002円（18％）
138,962,901円（14％）

131,083,009円（13％）

116,525,382円（12％）

23,000,000円（3％）

983,443,667円
配分総額

OKAYA チャリティーコンサート2024 ～感謝の夕べ～

昨年度の共同募金運動につきましては、県民の皆様方のあたたかいご理解のもと、多額のご協力
をいただき誠にありがとうございました。お寄せいただいた寄付金に、繰越金167,792,969円
と令和元年度災害等準備金取崩金26,000,000円を加え、総額983,443,667円を次のよう
に配分いたしました。

今
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、左
に
記
載

の
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、実
施
し
ま
し
た
。

①
普
段
関
わ
る
こ
と
が
少
な
い
同
年
代
の

　
職
員
の
交
流
を
図
り
、横
の
つ
な
が
り
を

　
形
成
す
る
こ
と

②
人
事
交
流
を
行
っ
た
職
員
が
そ
の
経
験
を

　
報
告
・
共
有
し
、全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
を
図
る
こ
と

③
日
頃
の
業
務
か
ら
見
え
た
課
題
を
話
し

　
合
い
、若
手
職
員
自
身
で『
働
き
や
す
い

　
職
場
』を
考
え
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

全
２
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、具
体
的

な
テ
ー
マ
の
も
と
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

１
回
目
は
、人
事
交
流
で
他
機
関
に
出
向

し
た
職
員
か
ら
出
向
先
の
業
務
や
そ
こ
で
感

じ
た
課
題
、出
向
先
か
ら
見
た
県
社
協
の
イ

メ
ー
ジ
の
報
告
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
報
告
を
参
考
に
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
、①
愛
知
県
社
協
の
社
会
的
役
割
、

②
愛
知
県
社
協
で
行
う
新
た
な
企
画
立
案
、

③
愛
知
県
社
協
の
組
織
内
体
制
　
の
３
つ
の

テ
ー
マ
で
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、２
回
目
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

『
伝
え
方
と
教
え
方
』を
テ
ー
マ
に
伝
わ
ら

な
く
て
困
っ
た
こ
と
や
教
え
た
け
ど
、伝
わ

ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、日
頃
の
業
務
の
課

題
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
職
員
か
ら「
派
遣
さ
れ
た
職
員

の
話
を
聞
け
て
、現
場
で
の
役
割
や
本
会
に

求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
が
あ
る
こ
と
を
理
解

で
き
た
。」や「
若
い
世
代
で
話
し
合
う
こ
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、考
え
る
力
を
身
に
着
け

る
良
い
機
会
と
な
る
と
感
じ
て
い
る
。」と
の

声
が
あ
り
、初
め
て
の
試
み
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、満
足
度
の
高
い
企
画
と
な
り
ま
し

た
。

今
回
対
象
と
し
た
若
手
職
員
の
み
な
ら

ず
、様
々
な
階
層
の
職
員
を
対
象
と
し
た
企

画
を
検
討
し
、５
年
後
の
到
達
目
標
で
あ
る

職
員
の
意
見
が
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●
若
手
職
員
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
！

県
社
協
第
５
次
中
期
計
画
に
基
づ
い
た「
横
断
的
な
話
し
合
い
の
場
づ
く
り
」の
一
つ
と
し
て
本
会
の
勤
務
年
数
５
年

以
下
の
職
員
を
対
象
と
し
た
階
層
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

▲第１回若手職員ミーティング ▲第2回若手職員ミーティング

総
務
部
だ
よ
り
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社
会
福
祉
法
人
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
 主
な
お
問
い
合
わ
せ
先

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？
と
聞
か
れ
る
と
、

「
被
災
者
を
支
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
」と
か「
被
災

地
で
の
学
び
を
持
ち
帰
っ
て
地
元
で
伝
え
て
い
ま
す
」

な
ど
と
つ
い
す
ら
す
ら
と
答
え
て
し
ま
い
ま
す
。し
か

し
、実
は
、小
さ
な
出
来
事
の
積
み
重
ね
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。例
え
ば
、方
言
が
聞
き
取
れ
な
く
て
も
な
ぜ
か

話
が
弾
ん
だ
時
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
日
本
へ
、愛
知
へ
逃

れ
て
き
た
人
か
ら
母
国
語
を
学
ぶ
時
、親
子
防
災
イ
ベ

ン
ト
で
共
に
野
外
に
一
泊
し
た
翌
朝
、子
ど
も
た
ち
と

「
お
は
よ
う
」と
挨
拶
を
交
わ
し
た
時
。一
見
バ
ラ
バ
ラ

な
よ
う
で
す
が
、私
に
と
っ
て
は
ど
れ
も
大
切
な
活
動

で
す
。

た
い
そ
う
な
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
隣
の
人（
縁
あ
っ
て
知
り
合
っ
た
人
）と
共
に
、幸

せ
に
な
る
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う

か
」と
考
え
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、福
祉
の
根
幹
に
あ
る

想
い
と
通
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

被
災
者
支
援
と
は
、日
常
と
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
の
で
は
な
く
、む
し
ろ
日
常
の
延
長
線
上
に
こ
そ

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
、も
し
災
害
が
起
き
た

時
、福
祉
に
携
わ
る
皆
さ
ま
に
は
、平
常
時
以
上
に
そ

の
ア
ン
テ
ナ
の
感
度
を
上
げ
て
困
っ
て
い
る
方
の
声
に

耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
私
た

ち
が
で
き
る
協
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
　事
務
局
長

　
　 

　
　
　
　浜
田
　ゆ
う

被
災
者
支
援
も
福
祉
も
日
常
の
延
長
線
上
に
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「さじき席で」　川崎　幸雄さん撮影
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ふ れ あ い ネ ッ ト ワ ー ク

「社会福祉手帳」
「民生委員・児童委員手帳」
ただいま申込受付中！！

「社会福祉手帳」
「民生委員・児童委員手帳」
ただいま申込受付中！！

ご購入希望の方は、送付先住所・氏名・電話番号・希望冊数を記入の上、
県社協総務部までＦＡＸ・郵送でお申し込みください。本会ホームページ
から、申込書をダウンロードしていただくこともできます。

１冊8００円（税込）価 格
大きさ：縦140ミリ×横85ミリ　表紙：ビニール製体 裁

県社協総務部 ＦＡＸ ０５２－２1２－5501申 込 先

１０冊以上は無料。ただし９冊未満は申込者負担
（１冊２５０円、２冊３９０円、３～９冊４５０円）

送 料

１１月下旬より随時発送納品

2025年・2026年カレンダー、月間予定表、週間予定表
（2024年12月～2026年3月まで）
住所録、年齢早見表
資料編（Ａ）：関係法令、各種福祉手当・貸付制度の概要
資料編（Ｂ）＜別冊仕様＞
各種相談所、紹介所、社会福祉施設、関係団体、県・市区町村役場及び
社会福祉協議会住所等一覧、健康10か条（がんを防ぐための新12か条等）

主な内容

請求書を同封しますので、ＡＴＭでお振込みください。支払方法

令和7年版令和7年版

写真は2024年版です

県内すべての社会福祉施設名簿を収録！！（除：保育所）

福祉人材センターだより 11
施設紹介 10

02・03
令和5年度事業報告(概要)・決算 04・05

09生活支援貸付・債権管理室だより

06・07令和6年度 中部ブロック児童養護施設・
乳児院研究協議会愛知大会の実施について

令和6年度事業計画(概要)･予算

愛知県共同募金会だより
第３8回ふれあいフォトコンクール作品募集！
「社会福祉手帳」「民生委員・児童委員手帳」販売の申込受付
ご寄付に感謝 16

15
14総務部だより

福祉生きがいセンターだより 12
障害者スポーツ振興センターだより 13

各地の社協を訪ねて 08

■
総
務
部
：
052-212-5500  

 
　
■
地
域
福
祉
部
：
052-212-5502

■
生
活
支
援
貸
付
・
債
権
管
理
室
：
052-212-5506 　

■
施
設
福
祉
部
：
052-212-5509

■
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
：
052-212-5516  

　
■
福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
：
052-212-5521

■
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー：052-212-5523

毎年県内外から多くの方々に
応募をいただいている

「ふれあいフォトコンクール」を
今年も開催します。

優秀作品には賞金・表彰状等が贈られます。ま
た、本誌「あいちのふくし」の表紙などに使わせて
いただきます。
プリント部門・WEB部門がありますので、スマー

トフォンなどからもお気軽にご応募ください！
応募方法等は、愛知県社会福祉協議会総務部に

お問い合わせいただくか、本会ホームページをご覧
ください。

第３７回ふれあいフォトコンクール
プリント部門　愛知県知事賞　「ジャンピング」
（小林満作さん撮影）

第３8回ふれあい
フォトコンクール作品募集！

電話番号 （052）212-5500
ホームページアドレス https://www.aichi-fukushi.or.jp/

〔9件 ご寄附順〕

本会が設置している福祉基金等にたくさんのご寄付をいただき、ありがとうございました。
みなさまからの善意を「あたたかい福祉社会」づくりに活かしていけるよう事業に取り組ん
で参ります。今後ともご理解とご協力をよろしくお願いします。

ご寄付に感謝

鳳凰敦 様 ………………………（大分県）
一般財団法人荒川磯慈善会 様…（長久手市）
第３１期愛知シルバーカレッジ 様
はなのき会 様 …………………（長久手市）
イレブン会 様

東海北陸ブロック
母子生活支援施設協議会
匿名　…………………… （名古屋市緑区）
愛知県遊技業協同組合 …（名古屋市中区）

ご寄付いただいた方（令和5年4月～令和6年６月）

　　　　　　　　　    ……… （半田市）
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